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日 本 藻 類 皐 合 作 則

(綿 則) ， . 
- - 写生， 

第 1l'旗 本舎は il本l¥HJll1主0rと初する。
... 

到~ ~倹 :4-:合は議集。:ill~tJPlfJ-&を悶り， fljせて合只相互の:iili絡iliiに貌!内を阿ること を

目的とする。

賀~ 3 l'条ホ舎はJVi僚の目II(Jを迷するために，次の事業を行う。

]. 大合の開催(J.I~ 11叶)

。 王立すrrlに附する研究令" Ii倍程令，採集合~;;の開催 、 日‘

3. ttWl刊行物の王室1'IJ I 

4. そ<7'::他前僚の目的を迭するために必要な事業、

第 4倹木合ç~ *}~務♂fJ は合長むもとにおい

ゆ‘ 、

第 5除本合rr.:事:来年Ti[は4JJ1 [1に始まり，翌年 3月 31日に終る。

(曾員)

第(jj，条合員は次の 3砲とする。

唱込

1. .i~í.逝合員(五量級に闘 』む をもち，*-令の趣旨 に1t lñJ する伽j人災は|剖体で，役只令

のifk:'lJ2.するも の)

.， 名君F合員(磁EFの号室主主に支献があり，本舎の趣旨に賛同する間人で，役員令の

推薦するもの)

3. 特別令員(本舎の趣旨に賛同し，木舎の後民にねーに君子興した他人又は間体で，

役民合の抑隠する もの)

第 7総本舎に入食するには，住所， 氏名 (閤{本名)司法3誌を記入した入令111込gを令

長fこ差出すも のとする。

費H 除倉員は毎年令'f}(300 闘 を lìiHfーするものとする。但し名理合員及び~S， )tIJ 合nは

合授を要しない 3

』役員)

第 9続本舎に次の役員をお〈 。

令長一名

幹事 者千名

令長は霊童起人舎に於て溌起人中 よりこれを逃 1.1\ する 。 幹事は合長が~起人1\1 よリ

これを指名する a

(事!l.:行物)

錫10f.長 *-舎は定期刊行物「渡航」 を&f-:3 rUlflJ行し，合員に1!ゆγε祇;(Ijする。

附 則
旬

との合則は昭和 ':.7，11'-10月日Llから施行 し，- 第 11"1犬舎が開催されるまでの11日有効

とする。



サ 〆 ズグサの正体

山 田・幸男ポ

Y. YAMAOA: What is OK，DI¥;RA'S Samezu-gusa? 

サメズグサ とは故|河村金太郎先生の 日本部類名義第 1ftJx (1902) 120頁で

Phloeostora fortuis ARESCH.とされたものであるが共ヰ麦その節 2版 (1916)154 

頁に於ては Sfl'i01'iaceae中の一日?P hl oeospol'a s p. ?とされ“体は糸枇，統に分

岐し内部の制胞は多角形にして大I'L， 1:1'1芸なら十，武ナ1'¥鮫削"とある。主主者

は此のグ:は早くから記憶していたがそれが寅際如何なる杭物であるかを9:11ら

やにいたのでるる。 然るlに亡う先b月京J太(/水k首能i.l‘謬望撃4手宇利科;1ヰ|ト，の主s新「庁「崎盛t敏抜|博司専U住.士力か.ら同氏が 2月

初f旬ワ頃Z束f在L京都1深完架足川;海ιωj作Jいtに打ち寄寄:せられ たものを採1柴長され多分 St抗'i叱iたct九r刀加川加0ω仙仙j"}幻I刷1φ刷戸μμ/;0仰11 J 

5叩u仰ω伽 1'11κ山C

;売た。それには多数の複子襲があってそれから放出された悦定子を培養中でる

るとの事であった。そとでその根本を見て或はとれが岡村先生のサメズグサ

怠るものではないかと沼、いついたのである。それは先生が Pli!oeospωdに首て

ていられる事と採集地が鮫m'lと深川であるからである。そとだ¥li.
l
-謹手許に通う

る先生の浅されたtzli本を調べたが見能らない。 J~J乞るげた名義中でも M':，名の

前[にもf'1Tl名の後にも?がつけてある仏ーであるから不完全な標本を見られたに

過ぎなくてそれも保右ーされる程のものではなかったのかもしれない。兎にf角Q 

Ph/山oe四削百加st仰01'問r々1と 81抗fκct仰y仰1唱w叩oωs幻坤1ψPμμhω乱阻即仰o叩，'-と叉下にi辿2!主i主iベる Kjμμellか円川1{叩4

あるから先生が s仇釘守勺8uμct砂yo坤 lωL凶山o印Jμtの不完全Zな主ものををと見られて?PI，仙'，f此fたce釘csゆ戸仰0町ra?とされ

プたとかもしれないZ芽事子事iはありうる王事事おE[ででL基うる。

そとで今新PIな博士の採集されたものが如何なる話一刻であろうかというに同

氏の巾し越された如く StictyositllOnsubarlICl/latus REIKKEにi甚だ灯く似ている。

然し之と同定する事は出来ない と忠われる貼がある。そとで今迄に記iほされ

た 8tictyosip/J01!屈の1罰金nを見る と先十此のJtijは KUETZIH去により Phycologia

generalis (1843) p. 301に於て初めて S.ad，刷 iCllsKG. 1 ~~市が記載され Taf.21

Kは|随;iも興えである。1Qに 1856には Tab.Ph¥.c. Vol. 6， p¥. 50， II I'L殆ど同

様北海道大正予現象部植物集数~

一ー ] ー一



2 議類 第15{E 第 1~}J~ 1/討手fIZS &f三 3月

じ|孟!がのせである。共後

HAUCKは Die'Meeres-

SCH.) HAUCKとしアζ。そ

してREI1¥KEはAlgenflora

d巴rwestlichen Ostsee (18 

89) p. 55に於て之に賛成

し同時に REINKEにより

他の 1在f1即ち St. tortilis 

RKE・がカ11えられた。 而

して此の1:ID.は嘗 て RUp-

RECfrr により Tangedes 

ochotischen l¥IIeer巴5(1851) 

p. 373に於て ScytosiT/wll

第 1園サメズグサ

(Kjel?mα犯似 A1'αsαIciiYilMAlJA) x ~ 

tortilis RUPR.とされ後 ARESCHOUGにより Bot.Not.， 1876， p. 34に於て

Phloeos戸ora tωtilis ARESCH.とされたものである。 RElNKE は-:j.くいで 1892

Atlas deutscher Meeresalgen， 2. Heft， p. 47， Taf. 31-32で St.tortilisを詳細1に

|副読した。而して ARESCHOUGの Pltloeosporaは Stict)叩戸honの異名とされた

のである。大分飛んで 1935ROSENVINGE.は OnSome Danish Phaeophyceae， 

p. :3に於て St.tortilisを詳細lに研究し更に嘗て REINKEが 1889Algenflora 

d. westl. Ostsec. p. o9 I'L於て設 け?と新属新l霊 KjelllJlallia s07-ifera RKE. を

S釘印tれlctかyo叩s江ipμho仰Jμt に1移多して St. SOl町rif，知E引r川(依RE回TN珂~I(江E幻) ROSEN刊V. とし同時に Kjellmallia

striarioides GRAN; Stictyosip/lolZ adriaticus COTTON; St. Corbierei SAUV.はイl'iJ

れも St.sori!erlls ROSENV.と同じものでるる とした。然し 1937に LEVR1NG

は ZurKenntnis der Algenflora der norwegischen Westkuste p. 72 I'L於て Kje!ー

llflania sl!山 ioidesGRAN及び Stictyosipholladriaticus COTTO~ は St. slJbartiCIIlatlJs 

。一 -u 



山関幸男 . サメズグサの正体 3 

(ARESCH.) RKE.とは同物でるるが Kjellm.sorifera RKE.とはjjリ物jでるるとし

て沿り KVL1N も同意見である (DiePhaeophyceel1 dcr schwedischcl1 West 

kuste， 1947， p. 68)。又 HVGEN& YORDEは Phaeosporabrac!uata (HARV.) 

BORNET (= Ectocarplls brachiatω HARV.)を 8ticlyosiphonに1多し?と。-Mjアメリ

カに於ては HOLDENが“RhodolaVol. 1， 1899， p. 198， pl. 9， figs. a-f" I'L於

て 81.subsimple.，' HOLDENを記載し叉，Phycotheca Bor.-Amer. 110. 630として

頒lIjしている。そとでおiclyosipholl風には 1. St. adriaticu$ KG. (Type!) 2. 8t. 

subarliwlalus (ARESCH.) RK.E. 3. 81. tortilis (R凹 R.)RKE. 4. 81. b，.achiatlls (HA 

'RV.) HVGEN et YORDE 5.81. subsimplex HOLDENの 5種が存するととになる。

ー 競って我が閣に於てはj二詰の岡村先生のサメズグサが Phloeos戸o，.asp.とし

て報ぜられた以外には 1941，時間，近江雨氏によって梓太遠淵湖から 81.

4 Z 

第 2圏サメズグサ (KjellmαMα A1'・mαkiiY.~MADA) 

1体 の先端附近 2-4，それより下部，何れもJ弘子護を生.じたfoJi" J. 3. X 300， 

2. X510， 4. x260 

- ~~ u 



4 議 ~m t事l!{t事 I披 l昭和 28lfE..3月

to山 lisRKE.が報ぜられ(杭物及び動物.9各 p.429)ハパノヒモなる耳I-1名が

興えられた。

そとで、今元に戻って~fI'll f{，H事士採集の深川産の標本を除すると上越の St川

yosip//01l の各被と著しく具主主る見liはその復予護で，此笥:の種に於ては各子麓は

休の表岡上に突出するもの及び、然らざるものがるるが之常:の輪廓は大休球形

をして王子滑でるる。然るに深川産のものでは各 loculus に~~Rl 'J'i!;する部が突出

している。 そのt;i(子・は REINKEの Atlas deu tscher lVleercsalg巴nにある KjeZl-

111a川 asorifera RKE.のf肘ド'1"Sorussporangien日というに一致する。然し ROSEN-

VINGEは此の Sporangienの直別を亜脱せすて・ J(jelbllalliasorifera RJ<E.を Stict-

)'osit/wlI I'L移したのでるる。 然し今此の深川産のものを見る と此の ROSEN-

VINGEの考えは無理の棋で反て LEVRIKGや KYLf:-¥の云う如く J(jelllllallia

sOl'ifem RlζE.というものは Stictyosiplt01lの各種とはl亙別して別凪，即ち Kjellー

川 a11la として澗立せしめるべきものと忠われる。 そとで~.くは深川産のも のが

との Osts伎 の J(jelllllcmiasorifem RKE.と 同種なりや否やという事になる。

先十此の雨者は休のタトil31'L於ては枝打ちの様子が非常に濯う。 .E!flち K.

soγifem RKE. では休にはほぼ中~îlh らしきものがるりそれから短い校が可成り

詐，'I'Lal，ているに反して我が閣のものでは中nilhらしい主ililhは殆ど判然と匝別出

来十，校は比!I史的休の下部から 出るものが多く ，しかも之等は皆長く イ1'11びて

いるので全体の様子 (habit)が全然異なる白fC1回j)。次に休の柿=迭は殆ど同じ

であるが深川産のものの方が太く怒る棋である。又 Sporangiaは上に地べた

様に雨者共所目1¥1Sorussporangienを生十るが深川EF:のものには ('interkalare

Sporangien"は見出されたい。但し:fJiiではあるが多j晋の部に “unilocularspo-

rmgia"らしきものが見W，される。 f古}校の]頁端の，様子，色素休， モの松子全身;に

)比ては雨者間に'ffiどを異が見I:Uされない(第 21芯1)。

以上を考え叉甚だかけ淵iれた分布!I大態を考患に入れればオ，q霊は Kjelhlla川 d

に属する K.sorifcm RKE.と匝別すべき別種と考えるをと安常とする。そとで

今仮にヌf:植物の採集者にして我が閣水産植物の特に殻生の研究上著 しい功献

をされつつある新附盛敏!専土の名を とって KjellmalliaAmso止iiY AM. sp. n.と

命名しその和名として嘗て岡村先生が恐らく此の純物にmいられたサメズグ

サを使用 し度いと思う。 f勾此の正式の記文は近 く改めて褒去の]象定である。

- 4ー



新崎感激 ・ ~ifì引合治 サメズグサ のiEr.~'奥と其の分類 I~. の f立廷に就い て 5 

サ〆ズグサの生活史と其の分類上の

位置に就いて

新¥1¥f.I峨敏野洋治治

S. AIlし1A刷、

Arγ.“仰sa/.ι'C'i'臼:iYA川、口ヨY丸r. and its systematic po凶si比tion.

サメズグサの形態， 命名については山 1] 附づてが詐辿されている。北除沿)~さ

では普通に得られると云う此の知も本邦沿作では極く稀れで，時IU，近江南

氏の樺太遠淵初lRノ、パノヒ モの報(lj-がるっただけだが，筆者匂zの外κ九大瀬

川li.If.土もrri-，年天12Lで Stict.l'osiTl/OrIsp.を得たとのと とでるる o それにして もサ

メズグサの分布は本邦沿岸で、はか怒り局限されているらしい。東京i智内では

今まで、の庭i轡奥の一部，東京都深川南部の十蹴3 十一蹴，埋立土臨海岸でしか

採れて居らすヘ 千葉牒南部や雨rl1奈川j降沿岸では操じたが得られない。また時

期も北献では週!.I三或いは 4~8 Hの長期間出現すると;三われるが， 止t)珂では

1~2 月の短期間に限られている。 μJl ち }r~京深川地先では 1951 /' 1 ミ， 5251三の 2

筒年，同一場所で 1月中'10カユら 2."1米までのIlllにしか採集され十，他期には

いくら探しても見付からゑい。淀川地先では EctocaJ戸IISsp，カヤモノリ，ケウ

ルシグサ， ツルモ，ハパモドキ，アサクサノリ ，Porthyra sp.， (特fi主あ るノくラ

色で， やや深底に生じアサクサノリとは日IH1f~) ， Po!ysithol山 urceolata等，殊

に Ectocartus，カヤモノリ符:と混り/Jvc打ちょせられて来るが，米だ孫;質には

共の生一育場所を知るJtf-が出来えにい。然し時にツルモや PorThymsp. と共にア

サ リ介殻上に着生したのが得られるから生育;場所は推測出来る。恐らく深川

地先の沖だけでは泣く，船橋以西の千葉!際境あたりまであり ，そう放さくない

3~5m f:立の海底のノj、石，貝殻J7.45:に生えているのではなかろうか。な沿サメ

ズグサは汀にただよっている時は Ectoca巾 /s やケウルシグサの枝jl-とよく似

ているが，注意すれば容易に外翻だけでも匝別がつく。

出現初期~VC は休形も小さく (5~lO cm ) ， 殆ど未熟で・あるが， 2月κ入ると成

熟休が現われ， 2 Pl中旬以後は!Ifiどすべてが子襲を有する桜花なり， 休形も

合東京大王弘法王手irli7](Piiti在的j息数苦言

ー一口一一



6 革主 犯i 第 1~ 第 1減昭和128 年 8 月

れわ@ぬ /0

3死匂

1.i'貯走子 (Z003pore)， 2.同右静J.I::.，3，4.設予F，5.lJ!t3!Ff;本。休I氏 6.休日民主111
H包 よりの1l\51~， 7. i'S~1尚子訟の形成， 8. 回日{向子量制[，をí1!~大，仏両日{尚子， 10.殺

令子?， 11， 12. 同右のす主~j:: ， 1~. ~しく成脊 し， D汀上技を f11したま主刃主体，14. 

iH:上技Dー百官僚大， 色紫休は IJ、挫l\;!，、~!'J):より なる 。 15， 16.サメ ズグサ休の横

断面&.ぴ表面観3 干支子怒棋を有す。

- 6ー



新向奇感敏・野深i合?合 : サメズグサの生活史と;!l.:の分訴えl二のf立置い就いて 7 

大きく 10-15cm1:立のが多い。桜子麓は休上任意の{同月?に生じ，堆をなして

表}昔前H胞から休外に突出し， 皮居を有する多管制にだけで主主く校端に近い草

管部にも生歩、る(!品I15， 16)。草子襲は主主い。

-財産胞子は時聞を選ば寸τ完熟伺:休を海水中につけるとやす時て・も放出され

る。悌走胞子は長紡卸;形， 9-12μx3.5-6μの大きさで，色素休，明瞭な 1

UR駄を有.L，腹生する長短2本の鞭毛をもって活躍に泳ぐ。趨光性を示す事

が多いが背光性を示す時もるる。光にまう}する走性は，光の強弱と胞子の健康

度とに関係があるらしい。 暫時f;kぎ廻った後で静止し，鞭毛を失い， 4.0-

7.2μ(平均 6.1μ)の直使を有する球j仰木と怠る(f函11， 2)。津山の母体から出

た胞子を種々に組合せてみたが接合現象，接合子形成をみると とは出来なか

った。洗走胞子は知性の滋走子と見倣される。な;j;，~ KUCKUCK は St・tortilis

が雌t;，fu同株で， 接合は Kranze巾 ildungをなして行い，多数の接合子を得た

が，共の後の殻芽をみないと云い，筆者等の観察と異なる。 ROSENγD'¥GEは

St. tortile，及び 81.soriferaで， MATHIASは Phloeosporabrachiataで無性の訪宇

走予を得て其の護芽をみて居るが，前定子と云う製Iで、は筆者等と一致するが，

護芽椋式は後述の如く異主主る。

抑止し?と胞子は間もなく護芽を始める。色素休が愛建し，日民貼は消失する。

登芽管に胞子の全内容が移行して行く，コンブ型の登芽休を作る (匝I3， 4)。

殻芽休は徐り分校せや，休校が制いのや太いのや鐙化が多いが，コンブ類に

沿ける如き雌雄の差を踏める ~i.は出来なかった。室主芽休の護育，成長蓮度は

外界保件でかたり相異がみられる。夏に左ると蛮芳三休の各和1¥胞が厚肢と主主り，

色素粒が退化し油:f;kがよく護達して，休¥1剛氏態に入る(悶 5)。やがて私以後

になると休¥1民細胞が夫々活動を始め，登;月三伸長して草管i伏又は多管1!正皮唐の

直立糸j伏休となる(闘 6，í)。 此物にはJ!!~色モ (paranema ta) が頂生又は側生

ナる。やがて成熟すると任意の個別で¥i洋生する複子護士忙を生}夕、る(闘 7，8)。

共の形!jkは特異で・イゾブドウの胞子護土佐に似る。 St.t加o仰rtilμlis，及乙び亡 P乃hlωoeoωsゆ駒pμ伽o仰r
bかraιωch凶tμalωaに3沿なける ROSE日l¥'汽刊VI悶NGE，MATHIAS も糸j欣U伏〈護芽休上の複子装を剖l院阿昆副i示

し， s以2λu山W乃N守AGEAU も S針t.Coωr沙刷噌古が抑bμ帥iel叫E幻叫Iん， St. ad円al'‘iCUSで複子襲の形成を記述して

いるが，筆者のみた複子襲士11，の形!Uuま之さ45の物と異なるらしい。

各複子護はー列又は二列に立立ぶ 2-4但lの胞子を含み， )J包子には Ul~拡をこ有

するものと有したいものとがある(!盆18¥。撃の頂端が裂けて胞子は母休外に

泳ぎ出る。胞子は形休が上ill;の・由主子rc似るが少しく小型で、，叉m"鞘を有ナ

- 7ー



8 務手Jt 第 11{f;第 1~)H 1Ii':!>l'1128 &β3月

る)J包子は之を有し友い物に比べて少しくプミきい棋に思えるが賞測では避がみ

られ歩，静止した胞子の直筏は， 3.5~_6 .5μ(平均 5.2μ) である。 干佐賀'l';;.接

合i!た態は見ていないが，接合直後らしい大型(芭純 6.5μ)で一眼思i二色素休

を有する胞子が得られ，此の物は滋走子と同棋にコンブ型の蛮芽をして，太

い，分校の多い糸i/大休となった(1盟 9，10， 11， 12)。恐らく複子襲から出る胞

子は配偶子で，維が[¥民賄を有せすて:少しく小さい異型であろう。配偶子も単舟

殻芽ーをするととが出来るが，殻芽糸は上主kの接合ヲニと思える大型胞子よりの

y~:月三糸に比べて前1\ く，且つ色素休のJI}JIJくに 1Çfがみられる。

接合子らしい物からの護芽糸は分校してよく護育する糸JIM本とたり ，色素

休は全くサメズグサ休の細胞中のそれと同じく，多数の/J、盤i11，休が散在する。

校はやや叢献に，徐り室主連せぬ笥j旬部から也立し，大部分は翠管j伏だが，成

長すると任意の制胞が縦列し多管枝が出来る(!出 13，14)。晴義によっては未

だ之以上に護育した殻芽体を作る事が出来主主いが，此の物はサメズグサ休校

のJJIt切に似た形態である鹿からみて，かかる単管校及び多管校を':j:'llirllとし，

)"i}JI却に皮居*iU胞が切り出されてサメズグサでJt!.られる.tiiえに柔和l織j伏 (poly-

stichous)の柿治が出来上るので遣うろう(1品I15， 16)。

配偶子よりの単~殻;別本の共の後の行動についての詳しいWl!I.奈は行ってい

ない。

之主主の観察は之までの ROSENVI1¥GE， l¥!IATHIAS とかの SI・101叫 15' 又は

Phl. brachiataにゐける胞子・休の初期費生と似そいる。'l';;.ゐ SAUVAGEAU は

SI. Corbierei， St. arlrialICl/sで・， ROSENVINGEは SI・soriferus，Strim-ia attenuata 

で悦走子よ りの糸j伏後芽から芭ちに直立する胞子休が出来るのをみて， 之笥;

は復相純物 (diplont) で~{t複相の世代交代をíl武く怒らんと云う。 然しサメズ

グサの場合は米プど昂il11J包製・的視察をIIVとくので不f佐賀な底もるるが，恐らく SI.

101-tilis， Phl. brachiata (t1:.於ける如く大型!のJJ包丁・休と小型の配偶休との1mに世

代交代が行われるものと思える。

サメズグサ (](ejllm仰 ia) は Stict.l'osifJho/l， Pldoeostora， St7-iaria ~.七の他の )ïj と

共にヨコジマノリ TJI-Slriariaceae (t1:.入り，ハノバ王モドギ仁1{P丹/川t

Dκ川t力)'0ωsiか戸l加K山削11川山fμwleωs(伊PAPE:NFU只問弓到)}に配されているが， 先におiill{;Jがウイ・キヨウ

モに於てみた主張に柔f-日椛JU，1iI1f，逃 (polysticho¥lsconstitution)と云つでも也|王lを

具にする 2 型(佐JI)，型と袈I1犬型)がるり雨者ーをー絡にする :tl\~が出来たい見1i は

此の場合にも遁ml-H来る。」二主kの胞子休の初期殻生休，及び成休校の]買部生

-8-



童話時盛敏 ・慨深治治: サメズグサの生活史と;J:~の分類上の位;在にまtいて 9 

長部笥:の椛詰1カ、らおLてサメズグサをも令め Striariaceaeの物は荘却、型vc.g.jナ

るものである。且つ共の中l!lrh校が部管糸から多管糸になり ，之に皮j音治n胞が

形成されて行く分裂過程はウイキヨ ウモのそれよ りも少しく進化した stage

K在るものではなかろうか。それにしてもウイキヨウモのお!とは知総防]係が

近い位iIiJc配さるべきものと思える。
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占凶
lllL 泉 と 藻

)長瀬弘幸

(前11戸大塁手交:迎撃部植物拳教室)

類

温泉といえば，先す士、入湯体浴が顕に浮ぶが，温泉に悌]する研究の中でも器

製上の問題が最も数多く研究されている。叉i視E毘[泉y水kの化E感浜的成分についても

地1球1求t化皐墜L上の虫好T研研.ラ究E題口として色 1々zと而白い問題が、砕山1僻fJl{V決七されつつdるうる。

多主盆:の鏑物質を合んでで、複雑えな=イ化じ製的車紅如[日l成を示しし‘且且目aつ常に一主広i己ごの高t詔温z毘[を保つi油温品鼠i 

3糸j込~7水k中 にに，楼怯肱a忠息自、する?微殺生物κ は何カか、4

ないか。或l会特殊環境に桜む此GtJ:・の特殊な植物が高い制度ーに耐えている:);};;.，

又正:ìi阻ïk*でなければ育たなくたっている ~11:等や，更に~:~i.Nilの危に休内の各

机:の生化・型的反憶が普通で友いとと，之勾;一連の特殊な生命現象の生理皐的，

生化型的えに研究成果は ， 1Ff過の布(I物の各在~の生足íl.作用の究明に大きな光明を

もたらすにj主いない。温泉 I~:I に仕んでいる植物としては種類も金も斑藻が最

も多く砧誌類，細菌類が之につぎ，他の翫類も現われるが，大別すれば誌類

と制l菌剤とでるって部類より五;j45;な杭秒Jは殆ど稀でるる。

温泉は藻類にとってどんな喧境てあるか

物江より生物への進化の一時JYlと考えられる地球創成のilti屯時代には，益

rl-Iは常に遊だしい曇天と雨天の遮制であったに違いなく，随って後生した生

物も極端に陰地位のもので、あったに主主いない。一方現有の生物r-I~で英紘素を

J41たない最も簡単た生物jは和1¥車i蕗!でbり葉維業を有しtdt主も簡単な生物は監

部制でるるが.古生物阜の教えるj引では，訟も古い地質H寺代1![Jち原生代， 始

生代の前カンブリアJYlにも m~藻と *il l菌の化石が愛見せられている。 との事貨

は上記の想像と合せていよいよ現彩のおIl菌類と斑藻類とに比べて徐り鐙りの

ない生物鮮が生物設生の初期のものとの三jラえが深められる。 iR!泉という環境

が尚iEiであり且つ多憾であるととは，北米，蹴ナ1'¥の;j:;iiに極めて古い地質時代

に必ずる土地に存在するIA[泉では，設ー分でも太古の地上の姿の遺跡と考えら

れ主主いでもない。そとにはJITiliiυik性の生物が4'J1.寅一椅:多く殻見せられ，それ

らの生物の胞子が風に運ばれて比較的新しい地質時代に出現した詰lJ誌に散布

-10ー



f&瀬弘幸 : 温泉と談綴 11 

されたと考えれば，全i1t界を通じてi温泉産生物の員温泉性の生物は，生命護

生以来高温の水域内にのみ生活し続けて来た姿と見倣しでも差支えないと考

える。 温泉の!N併設は詰i泉水が (1)高溢である とと， (2)多量のそして色k 7;r.鍛

物質を含有し:-c，化撃的組成料矧色であるとと，随ってその示す酸性度 (pH

値)に饗・化の甚だしいとと一一ーが主主主もの と考えられる。 我が闘では， その

第 1 図

湯袷曾温泉(群馬県系)の源泉のーっ。

川田中の山腹より iIl.i出する筒所を コンクリ

ー トにて湯溜にし，之より木ゃにて百I(。

コンクリ ー トの裂干しより流れる*にill¥lっ
た部分や引激管・盤上にE在磁の繁茂せるIIk
を示す。部被は勲男hを打って場所を示し

た。此E廷には Mαstigocladus，Phor・押~i
ditLm， Oscillαtoγぬの議事1Ili!{瓜2い面積を

占め之にill.って Synechococcus，Chro-
ococcus等の単語nWe!性のものや， Sc百to・
nerna， Dichothγ伐 等の紙状務が混生す

る。

-11ーー

後生掛泥火山(秋田鯨):

l噴き ll¥された泥の積1肢を中

心t;:一面泥沙の海。各所よ

り無数に熱泉がi湧き出てい

る。 そζ には 800C以上の

高i起に耐えるイダユコゴメ

Cyαnid似 m の打粉状の君t
f本が各rorrに散在しているe

イダA コゴメ 以タトの生物は

認められない。

第 2 図
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規模は比較的貧弱であっても，その裁が徐りにも多い矯に， IR度と化製組成

との種.;d主る組合せの温泉が天然に得られるととが特徴である。

(1)耐熱性: 温泉植物中には 700C，800Cの高温にも耐えて生前している

麺類のあるととはその細胞内には，熱援国共の他の破壊的危作用を防ぐべき

特殊危機構が存する筈でるり，何か特殊の酵素の存在が考えられる。今参考古

迄に特に高i自に耐える主主例を器げると第 1表の通りである。

第 i表 高i昆に耐え る務類の!自IJ，参考迄にi~i類の例を附した 。

分日本記 録 | 位界記録

21秘 名 |椋|応地 |器産|産地 |賞百UJ者

蕗 Synechococcushucanus 1 60:~ I L __ ~~:~:\~: I 84:~ ィマプ r ~I Synechococcus V'旬lcαnus1600C 1上減(孤島)1840C 米 間 1C-oPET.AND 

S. elongαtus vαγ. veslitus 1 8o'C 1上諏訪(長野)1R50G 日本 lu.本 ・鹿瀬

藻 ICyα旬idittmcαldαγium I 890C I議ケ湯(秋開1ls90C 日本 I j工木 .rfJri澱

Mαst(qoclad~ts lαmi'ηosus 1 780C 1 議(宮城)1780C 日本 1i1:本 ・脱獄
類 1~ ---. ，，-~ --- --~ --..--.------1 . ~_= I ~~ : ~. ~-::: I . ~_ = I ，-

m'wγmidw?n lam仇oS~tm 1 780C 1 議('，0:城)178。C 日本 !?仁木 ・成瀬

如11 1 Thioba，citlus cγmαt~tS 1 860C 1別府(大分)1S60C 1日本|江本

護ITh伽川ta附 S IS60C !;w府間)!S60C1日本| 江 本

第 1表中の最後の一種を除いた種はすベて良t甑毘泉性の杭物でで.あるとと，

P町h問o仰1"111叩F

1甚崖アだごしく異主友kつた環境にも棲み得るととは興!味!対沫4未t探いZ事:f;f.寅でで.ある。 会純物を通

じて 800C以上の高温に棲島し符るのは細菌類と藍藻のみであって， 他は割

合I'L低い温度にしか棲息、でき主主い。 各J洋を通じて 30oC_40oCの聞に一君子多

くの種類が模息している。ととに参考まで忙好低t血性生物の極端友一例をさ

しはさむと，岱[泉とは}支11に低鵠{の冷水中にのみ棲息する純物・併があり甚だ

しい場合は氷零上のみを好む蔀鎖 (7J(~藻類)がるる。 数基うるJ令7K'1生藻類の

、通例を一つるげれば黄色鞭毛誌に属するミズオ H)ψlIrllSがるる。 此の蕊}J干

の最遁祖度は OOC前後であって，世の中には態々高温を好むものもあれば，

又上越の如 く特に冷い水中を好むものもあって今更に生物界の複雑さを感十

る。

(2)低 pH値に封する耐性: ー呑多くの種類が臨んで、いる温泉水の pHfl'立

は 6.0~7.0 の聞で大体中性近くであるととがわかる。 日本κ於ては天然の151

-12ー



1長瀬弘幸: 温泉と主張類 13 

泉で、強アルカ リ性とい うのは極めて少なく，その代り目立性の極度に強い温泉

は非常に津山bる。記録された最強酸の pH値は 1.4でるって，との事は中

性の pH値 7に比して 10の (7-1.4)来， 即ち 10の 5来飴りで随って約 10

高倍以上の強酸に友る。との;f~í( tð..強酸性水域に棲息している純物滞としては，

fzA藻と京ill菌類と佳藻類とが， いす=れも pH=1.4の7Kヰ1~乙棲息しているとと

がわかった。

温泉にすんている藻類の種類

全世界の温泉産藻類の総数は約800種類であって，その内の約 400種類が

日本に産する。 数字の詳細を求める錆に日本に限ると 1952(.1三 3 月末迄に~;Il

られた総数は 418で，之に市HI菌剤 32，民菌類2，辞類 3，顕花植物1を加える

と出来産純物の純!吸は 456を教える。之を分類別に示すと第2表の通りであ

る。

A ii笠藻 : 藍藻の各回，各科の1:1:1で温泉中に出現しない類は殆ど友く ，そ

の中でも特に繁く出現する数種をあげると(匝i版第 1闘より第 81函l迄j 草市11

胞性のシネココックス S)lneclIOCOCCUS民，クロオコックス C/iroococcUSA-J，イデ

第 2表 日本fu~4共産植物の

種類別総 数

分 類 |総数 |小 計

~藻

桂務

総務(接合議を含む)

ユ ー グレナ

笈級 色主主

主1・ 若草

制l 菌

ift 荷

予干 類

額花植物

総音¥-

270 

3

9

4

 

9
4
a
 

418 

ユコゴメ CyallidiulIIA0， フオJレミチ、

ウム P/iorJnidiu川 g~:" イデ‘ユアイミド

リ iV1astigocladw-J民，ユレモ O‘rcil!a-

tOrla属，その他多数がある。此笥;の

内シネココックスは単車HI胞で普通移

しい量が集合して打粉献の推休を形

成している。又イデユコゴメも翠*HI

胞で前民と岡本去に打粉献の群休を形

成して， あらゆる泉氏の温泉に出現

し，殊に植物教の少ない明葬泉及び

酸性泉に於てもよく愛育するととは

興味深い。各地の温泉場で蕊休その

ものの外形を示さ余地物そのものが

色づいている場合は先歩以上の 2民

と判定しても るやまりない場合が多

い。イデュアイミド リ l1-1astigocladus

34 

4 

-1:]ー
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悶 j仮 説明

1. シネココ ックス 勾(nechococcuselongαtus NAGEr.I var.αmphigrαnulαt~tS 

CoPET.~ND X 800 

-14ー



鹿瀬弘幸: 泊泉と主主類 15 

思はフォルミデゥ ム鹿，ユレモ凪等 と :JJ~I'C温泉場の藻類植生」二から見て最も

民い面積に瞭っている麗鋲でるる。其の他温泉産藍藻中には，細胞の周囲の

粘質居がl持に j享いもの， クトÎI~.が蝋旋枇をと 友すもの， 枝分れしてい るもの勾， k

その形態も千表部日Jjでるる。

B. :{注藻類: ヌド類はすべて込ilt.Hj}J包性であるが，その品1迭は甚だ複雑で、，タト

形も色k と 異主主っている(I~l版第 9 附及び 10 I品])。 ととには代表種としてピ

ンヌラ リヤの一段鋲 Pinl1ulariaBraul/.Iana var. amphicePhala を母げる。本経~:jJi:

は，硫黄泉又は酸性泉に琵生し，pH値 1.4の強酸性水域にも護生するので注

目に値する誌である。

C.繰藻 : 草創II胞性又は多品III胞性で，一般には温度の低い水域に多く費生

する。 比較的多く見出される種類として， サヤミドロ Oedogol山川底，スチゲ

;tク ロエ ゥム Stigeoclonill171m~ ， ミク ロスポラ 111icrosporam0，アヲミ ドロ SpIro-

gyra鹿，ツヅミモ COSlIIGI一山711誌等(悶版第 11闘より第 14刷迄)がるる。

D.紅藻 : 只一民一種カントラ ンシア Ch仰 trmzsia属のみが知られている。

2. クロオコ 少ク ユ Chl'OOCOCCUS?nim~t~ιS (KoT.z.) NiI GEU var. t/un'mαlis CoPE-
r.um x650 

3. イダユコゴメ Cyanidωm Cαldal・如何tlTu.DE...'1) Co】、ELANDの 9侃1体。 内5個

体は内生胞子形成。 x800

4. ユレモ Oscillatoγfα pl・incepsV A UCHERの].1'(端部i x400 

5. 7，.ピノレリナ Spi1'ulinαmα.jOl'KoT.Z. var. constαn.~ EMO'.rO et HmosI':x800 

6. フオノレミヂゥム Ph01'刊tid也叩tlαminosumGO~f ONT. A. Jf!英ll7tのlf平f* X1:B. 
2 不の紙~l~Xf本の攻端部を示す。 x 800

7. イダユアイミドリ Mαsligoclαdttslαm伐OS~tS COIINの紙状体の--1f¥<，反ー分校
してν、る。 x800

8. カ ロツリック λ Caloth1-伐 thenrωlis(S<.:IIWAIIE) HANWlRG. A.続、取行本のI附ii
淵ix800:B. x1'10 

9. ピンヌラリア Pinmuα?・4α Bγαunii(GRUN.) CLEVE var・-αmphicephαtα(A.

MAYER) H口STEDTA. x 450: B. x 200 (恨'*健一郎氏fL依る)

10. メロシラ Melosirα官α7・4αnsC. A. AG. x800 

11. サヤミドロ Oedogoniumsp. x 300 

12. ミクロスポラ Micl'OSpOl・α t~tmidula HAZEN x 650 

13. ネダシグサ Rhizocloniumfontαnum KeTZIN"G x140 

14. ツグミモ CosmariwlnBotγytis MENEGH. x 650 

15. トリポネマ TγめonemααequαlePASCHER X 800 

16. カン トラ ンシ ア Chα況か・αmぬ chalybeα(LYNGB.)FRIES var. the?・malisHANS-

GIRGの111胞子をつけている枝のーmiox70 

17. ユ ー グレナ Eugle冗αac;ttsEIIRENB. x 250 (米間勇一氏に依る)
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16 泌 すm 第 1~ 第 1 彼昭和 28 "1三3月

勿論上I::i!~的lb1;i.1'i1.の悦糸 (400C) ではあるが， 活iJjk 中には紅誌もすみ得る事の読

1iとして興味深い (i品';¥版節 目!尚1)。

E . 共の他のtiS~n : 以上の他にユーグレナ務 ElIfjlelloth.rceae・(lui'd版第 1ifi函j)

資総色部 Xa川l岬 h.rceae(li"，ln反応 151;':;;1)があるが甚だ僅少である。

むすび

説泉純物の析筑の始ま りは C.A. AGARDTI (182i)のカルルスバー ド温泉

に13討する報告を以て放すiJJとし以後澗，付Il，{j1'，ユーゴー， 係，チエツコ， ポ

ーランド，アフリカ，チ リー，メキ シコ ，7;えび北米でイ~F究が進み， 最近は日

本に於てもN'々 に研筑が進んで米て， 温泉植物を材料とした研究に従事 して

いる皐者の数も-1.指に依っている。今後続 k と新しい:往路が1:1"，るもの と期待

される。

Oドー ソン憎まの司王朝

米|剖ロ スアン・ピノレ><i断力11大若手の AllanHancock Foundation の研究員で海議接専

攻のド ーソン博士 (Or.E. Y. DAWSO.N)は本年一月初j旬tJII印地方海部採集の途次東京

にすL寄りm1日 制11泊: してぜI~J誌の :})(:悶 ìl~議集者， 町立岡三郎， 新illlið' ~'Jì:敏， 須ñ"iM~足遣の諸iW士

と交1放されたがその締法泣く科ぴ来言}J，此の肢は北海道を訪れ，北海道大芸品立立ぴに室

関lに於ける海部ー研究所を言}jliljされる l封で・あ る。 同博士は主としてカリ 7オノレ入ヤ沿岸

及びメキ シコ {ìÚ カ リ アオノレ ュ ャ i将等の i~予選革の研究によって有名であ る。

。シュミット教授 の言卜

主工宝:;の11f.J乙キdi物接合々 {弘第65!{B(Ber. der deut. Bot. Gesel.， Bd. s5， H邑1ft.7)の

半世-j:'る所によればj五i乙|必ミユン スター大息数波シュミッ ト博士 (Dr.O. C. Sc口MIDT)

は去る1951&手8月 21二l逝去されたrtlであるo 同博士はlIJ:斜ミ ノレmのモ ノグラ フ， ア〆

ー レ ス 鳥海務誌そ の{也の渚: .'I!~ によヲ て著名であ るが， 米ださ して老年という税の牟i首(:

とも忠、はれないのにその逝去は械に焔1昔に喰えない。
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須藤{変造 : アサクサノリの養殖を安定させるために 17 

アサクサノりの養殖を安定さぜるために

須藤 {変造

(東海 l:lli.7~ Eを研究所)

アサクサノリ Porphyrafeneraの養殖は日本調l与をといってもよいもので，

少なくとも見た所は陸上の:J:IIIと同様に涜い海を各自の it.1I1Jに整然と匿分け
し，ととにノリをはやすための水や竹の杖(ヒピ)を立て註べ，又はヤ シ縄

全吉:で作った網や害IJ竹をあんだスグレを杭に張って行っている。との;fii /'J:海1J:~

の養殖は世界にも類がなく ，産額も年約 10値;枚. 30-40 億闘に上り ， 養殖

業者も数7~人に上っている。金額では民珠と共に7J(産義組の主f立を I l i め ， 業

者数ではアサリ ，ハマグリと封;んで、多い。

ととろでノりのととを古い業者は「連平 (ウングサ)Jと呼んで・いる。その

わけは非常に営り外れが大きいからで・あった。全休として見ても年々の産額

が何割も港うのは普通で，侃1-"の場所，人の場合にはもっとひどい。 ノリの

養殖を更に進歩させる上の問題もいろいろあるが，これは別の機合に諮って，

;j，くにはどうしてとの常り外れを少なくするかと いう問題についてのべたい。

アサクサノ 1)の主主主義殖場所を北からあげる と，筑仙沼i乱 盤釜部，東京

i趨，伊勢i也 出i戸内海，有明海で何れも相営大きな内問で、aうる。ととでノ リ

は)ギに近い浅い所にある木や竹の， 午'1，出潮~J止の IこFI程の;自i さのj引ーについて育つ。

春から瓦の1mはほとんど見られない。手0，の彼岸前後に胞子が海71'¥.1'1-1(tC現われ

てついて登芽する。秋の末から45の始めにはEFいものは充分成長し，之から

初毛iーまでが繁茂期でるる。成長ーしたノリには精子と卵がつくられ，交精卵は

分裂して大休8t自の:w.:胞子になる。
義殖するには，秋の胞子がつく時期ICゐ:を直分けして各自の持場にヒピを

立て， 又はヤシ網(通常 1尺日で悩 4)ミ.:kさ 20-251首J)等を杭に水平に張

って胞子がついて育つのをこ作つ。その後はノ リの成長のよいj事?に移したり ，

アミでは?Jjさを加減した りして牧磁を士官す;践に昔'llHナる。繁茂JUJには成長し

たノリから14日引いてつみと 仏 製品目吃ノリ)に作る。

そして ノリの養殖を不安定にしている大きな原凶は，一つは胞子のつき方

が不安定なととであり，もう一つは成長したノりが病害をうけて流失し，少

-17ー



18 五革 類 第 1!{f t存HJR 昭和128年 3月

主主くも成長が鈍るの をうまく 防げ主主いととでるる。

胞子付け J.IIIでは耕してから育てたい作物の種子をまき又は12iをうえつけ

るので， 飴程の間注いがなければ目的の作物が望ましい多さで育つ。 ノリで

は海にヒピ等を入れ(却!し)てあとは胞子が流れて来てつくのを待つのでる

るから， ノリのはえ方が少なすぎたり ，逆に多すぎたりするのはむ しろ能然

であろう。 同時に雑草であるアオノ リ類や邪魔に怒るフジツボ主主もついて育

てるわけでるるι それで・もノリの胞子がf=11'C見える位の大きさで基うればよい

が，大休 日 μ しか左く ，しかも松近までどとから出て来るのかもわかってい

なかった。では笠際どうしていたかというと，永年の経験から，護芥主主叉は

牧主と， ヒピ主宰を入れた場所，入れた時の天候海況等の4条件との主li闘をしら

ベ，之から;j，くの:'1三0胞子のつきブJを議想するという方法がとられ，多 くの試

験研究と業者の経験が総合されて，近年は相首失敗ーが少なくなったがやは り

不確寛を菟れ主主い。

例えば，東京方面で、はよfl.生のノリが少ないので牧磁をJt'-めるために千葉方

面に場所 を借りて平生のノリをつけに行く。千葉の何庭がよいかは大体はわ

かっているが，やはり 51三k に違いがるり ，前年良かった所に集り易いが，;j( 

の:'1三にはそとがNHくて他の場所が良いととも少主主く君主い。叉時JV:lは千葉廊下

では大休9月下旬""-'10月上'10が良いのだが，との|聞でも 日によって非常に主主

いがあり ， 大体大潮の後の 3~4 日はノリが多くっきアオ ノ リが少ない(大潮

とその前に多い) というととが内藤氏の調査，多くの業者の経験でわかって

いる。しかしてとの中でも又日によって相嘗3患いがるって牧穫に関係し，又

とれ以外の日にも却って良い日のあるととがある。

もしノリの胞子の出て来る場所，出る4条件，多少，流れてゆく経路がはっき

りつかまれば，環境保件との統計的主主相聞に煩る現在よりすっと碓質に胞子

の付きを議想し，之に肱じた方法がとれるは十でるる。

とれについて著者は数年前からノリ場の海水から胞子を見出し，その数を

しらべる方法をとったが， ノ1)の胞子が小さいのと ，7.k*の濃度も 小さいの

とで測定が困難で精度が辺、く，持~nl告の多少がわかる程度でそれ以上に進めな

かった。

故近イギリスの DREWによって 1950(.1三ι 多のノリ類I'C/-l!r米る果胞子が

海の貝殻の çl~ ~乞ノ リと全く諮った一見カピの棋友糸JIM本 と して入っていて夏

を越すというととが報告され，Il~.躍が念に縫って来た。 円本ではH乍年盤釜の
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須磁f交遊: アサクサノリの益活を安定させるた必に 19 

第 1国 アサクサノリのよ長J]fi子
から生じた紙J伏体

A.千葉賂金岡村ノリ場のマテガイ貝殻

の中に見出されたもの (195:l&j三s月).

B. 9月に務、!伏体に作られた胞子議(カ

キ殻の中培養).

水産研究所の黒木宗尚氏が，アサ

クサノリ等に生じた多の果胞子を

カキ殻に培養し，その中に護育し

た糸)j}d木が夏左越して秋に胞子を

作 り， 之が殻芽して拝過に見るノ

リの幼芽に主主るととを親祭し，堕

釜笥;のノリ場の底の貝殻からも 同

じ糸)j)c休を見出した。 4火の胞子の

護芽については不充分でるるが，

同様のととが同じ年11::，京大水産

植物教室の新崎博士，千葉j降水産

試験場の悶村技師，叉著者によっ

ても観察され，東京湾各地及び気

仙沼i越の ノリ 場の底の各在fIの貝殻(アサリ，ハマグリ， バカガイ ，カキ， マ

テガイ ，ナミマガシワ等)に糸Jlk休が見出された。今まで駄の!j包子の起源、と

して，í夏ノリ」 設を考えていた東京水産大事の殖問 I:ï!l二i二も ， との糸iU~体が胞

子の起源でるるととを認められた。ととに始めてノリの秋の胞子の二位源がは

フきりして来たのでdうる。

次の問題は，でほとの糸)j}~休が何庭にどれだけ分布し， 胞子がどんな環境

4条件でどれだけ出て来てヒピ等に到達してつく かとい うととで，今研究者が

各地でしらべているので，近いうちに徐程明らかに念り，之K基づいてノリ

の胞子付けが今よりで夕、っと雌質に行える左手ーに怠ろうという期待が大きく出て

いる。研究が進めば多の果胞子を;清養して沿いて必要なだけヒピや制につけ

る棋にもたろう L，とう怠ればJ.1I1と同様になるわけであるが，1主際化は経お!

と規模の貼からまだ見透しがつかえ主い。

「クサレ」 今一つの病害の問題はまだ手探りといった形に浅されている。

秋にノ1)が成長して採取出来る頃からノリ Kいろいろの病害が起きて成長

が鈍り ， ひどく念ると死んで、流失するととがよく るる。 iクサレ」と呼ばれ

て大疋の始め頃から知られていたが，近年はその被害がひどくなり，いわゆ

るノリの「暖冬異鐙」として新聞にものせられた。との多11::は東京湾では胞

子の付きはやや不良程度であったが，クサ レがひどく起きて牧躍は 5割以上

もへってしまった。
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クサ レについては新附I必士の研筑 (194i)~とより ， 二つの!京凶がI!fJらかに

された。

一つは「シロクサレ荊」で， 千潮時の千Il~ と日光の不充分による生理失調

らしい。 ノ リ は1ÐItl!~大・撃の7;f土川氏 (1 932~3í) により ， 相;首強い 日光と 1

日平均 2~4 時1 :，rJ干潮時ーに水のJ~_ Vc: /:¥:1，るのが必要怒と とが知られている。 と

とろで潮汐は時j聞によって泣い，東京i母では秋の米から冬の始めに特に萱R，¥'J

の湖が引かたい。又網に よる袈殖では低くするとノリの成長が一時的に良 く

主主るので下げすぎて生五D，失調を来たし易い。

今一つは「アカグサレ病」で寄生菌による停染病でるる。京京憾では初冬

に，伊勢湾では初春に多い。病菌の俳5t子がノリにつく と赤い斑:掲liが出来て

急:にひろがり ，忠、部からは吏にi伴走子が作られて次 k に体染してゆく 。Z伝;い

斑型J!が見え /:\-1. して 1~2 週間の'後には ， ほとんどすべてのノリ が侵されて流

失するととも稀でたい。との病気は東京湾では，小潮時Vc:7.k協が高く天候が

・悪いと急:にひどく君主り ，*~jでは低いもの松平くはげしく起る。との各に千葉

!際のノリ場で最盛期であるべき 12 月 ~1 月にほと んどノ リ がとれ友かった

原因はとの「アカグサレ病」でるった。

ノリの病気はとの他に もいろいろある。主るj引に穴が出来て之がひろがる

病気が各地にb り ， その原因が鑓形菌らしいと とが新III~汁~]士，著者によって

気付かれて来た。 H

タ切]れて流れ，~年|下1内は V段ま とんど牧挫がfた主いというひどい被客が起きたが， その

第 2闘 ア サ クサノリの

寄生i'flIによる病害

A.アカグサレ病の初!tJj

B. ~堂、形閣による病警の初期

原因の少えにく も一つはとの病気であ

った。叉との冬，東京i笥各地で ノリ

が成長が悪く， くるくる巻いて遂に

は流れてしまった。との原悶は全く

不明で、dうるが， 症!U~ としてノリの休

の五る所で， -位十簡の*II])J包群が死ん

でゆくのが認められた。細菌による

病容はまだ:'Mi認されていない。

とうした病気を防ぐた吟に弐の棋

な方法が行われ，又は考えられてい

る。

a'D は漁場整:I'mで，現在ヒピや網
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須iJi挙後遺: アサクサノ Hの養捕を安定させるために 21 

が多すぎ， ノリが特杭になって病気にかかり易いと とは皆が認とめている。

ではどれだけ・減らした ら良いかという と貨は之がはっきりしてい泣い。

第 2は病気をi;'-自に見出して網を高くすると病害の進行を相首防げる。 4

1田登見には染者特にその研究合と研究機関と協力しているが，まだ組織的で

泣いので効果が充分でない。叉1.111と違って小潮で司天候が惑いと何日 か見に行

かれ主主い。との1M]vとなにひろがる ととが多く ，又見出して網の操作が出来一夕、

に手選れにたり!捗ちである。叉困るのは網を高くするとノ リは丈夫になるが

成長が遅れて牧穫が減ると とである o 千葉J障の熱心主主業者は網を上下 2段に

張 り，寸てで成長させて収穫し J ::j¥くいで・上下を入れかえて上で‘丈夫にする方法

で病害を少友く する と共に牧量を上けているが，経験を裂し，又管迎ニ出来る

網数が限られる。逆に網を下げてクサレるのは覚悟で，その前に牧磁して し

まう という方法'5:::とっている所もあるが，その利害ははっきりしない巳少な

くもアカグサ レ病ではその停染を助長すると とに怠ろう。

薬剤撒布はまだ行われていない。アカグサ レ彩子菌の砕走子は硫酸銅の百J当

分のー溶液で死ねと とはわかっているが，網一枚分の所のi!v:7](は深さ 1mと

しても約 100トンで、硫酸銅 100grを要L，しかもとの海水がどんどん流れて

ゆく。子潮時に干上ったノ リに撒布して有効なものがるると良いわけで， 著者

は宣言内質験では短時間の庇王!11で病菌を相賞弱める奨!日を二，三見出している

が，まだノリ場での寛施には進んでいない。

第 3は網のノリがもう望みがえ工く君主った時，替 りの議Zjrc丈夫友/J、さい;停を

育てて3ないて入れかえる方法でるる。緋i を f~j く張って成長を「抑制」して沿

けばよく ， 千葉， 東京土庁;の業者ーが;J雪え て貨行している。低くすれば半月 ~1

箇月で充分成長するが， 現7/J~では隣の病気の網からすぐ又感染して しまう場

合が多い。

クサレの問題の解決には，研究者によってノ リと病害の性質，環境及び養

地官条件と病害の闘係がまだまだ筑明されなければ君主ら主主いし，叉貨際のまt:t策
に首つてはjlJjの場合よりも-}音，一つのノ リ場全休として協同して行う犠に

なら主主ければいけ主主いと忠われる。

文 献 (主なも ののみ)

新車~f盛敏(1 947) アサ クサノ リの腐敗病に倒す る研究. 13 iJc誌，13， (3). 
DRf:W， K. M.: (1950) Cho冗cocelis-phasein the life-bistory of POγphyrαtt?九bi-

lical自(し)KUETZ. Nature 164 (4174). 
ZT士川穆(1931-37)朝鮮海苔の生理1¥に闘する研究.朝鮮71'ι試報，II(J 4-8年度.

3草木宗fi!可 (1952) 貝殻に穿孔せる藻lf~[について. i:l，料ili物集合識が{.
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22 議 類 第 1~ 第 1 昔話 ・ 昭和 28 年 3 月

寒天及び寒天工業の現欣

岡崎彰夫

(*il長勝、調査研究部研究第二課)

本邦の寒天工業の現j伏を述べる市Jに世界の寒天原蕊及び、寒天の生産能力を

見ると第 1表の通り.である。

下表のように日本は原料に沿いてiil・界の 69%製品に沿いては i99ぢの生産

をし輸出は故j[[アメリカ，イギ リス等 58箇閣にその市場を獲得している。

日本内地に:k;-ける消費は金生産の 15-169杉の 500，000封度程度でその用途

賀;]表各図における寒天&.ぴZE天庶務の生産

闘 名 |臓の生産|寒天の挫| 慨計寒天の生産I""-/" ~== I 闘名 l

(11) I (封皮) 11 主主 1(封皮)

13 え三 ]，600，000 5，500，000 南アフリカ 10，000 

:飢 鮮 300，000 300，000 イ ギ リ 3え 不明

ア メ リ jJ 200，000 200，000 チ リ 不明

草野 100，000 1l0，000 ジ ヤ ワ 不明

Y ウ"イェツト 100，000 440，000 3え ーマ ラ コ不明

オー ストラリヤ 20，000 264，000 カ ブL タ。

ニュージラン 1" 10，000 イ ツ 不明 20，000 

メ キ シ =z 10，000 

第 2表 日本内地における 第 3表アメリカに於ける

~ヲミのれlì 't't (抑制 寒天の用主主(封皮)

(%) 綬 下 型利 用 100，000 
~~ドL :j)'~ 斤i 20 議111菌培養基用 100，000 

控室 言語 用 s パン製法工業用 100，000 

菓 子 製 港 周 100，000 

試験研究 j干l 。υ 歯科印象剤用 75，000 

ご巳 業 用 7 
肉 類 Z古物用 50，000 
乳 費1I 用 50，000 

管業&び家庭用 53 化 粧 品 用 25，000 
そ Eコ 他 50，000 
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岡崎彰夫; 寒天&.ぴ寒天工業の現状 23 

別の消費教室は詳細には分っていないが大休は第 2去の通 りでるると思われ

る。

アメリカに於ける月1詮は年間需要量 650，000封度と云われているがその内

詳は第 3表に示す通 りである。との中で 「その他」の用詮はミクロト ーム切

断埋入用，植物生長ホノレモン研究fIj，鉛の電気鍍金!l]， 高i昆度合|ーグラフ用，

甘京キンヒドロ ン電池用，土雄酸性度測定の臨化カn旦電橋m，殺説農薬の促

進剤用，窒素バクテリア培誌の被礎物別，針金製迭のj骨郵IjFfj，電球タングス

テン総の製諮問，和醍jジン笥;酒の郎記~m ， 製紙サイズm，海中電池用，フ ィ

ルム裏付ー用，コンニヤク版のゼラチン!IJ~ ロ ー ル用，等康い範囲がるる と云わ

れる。

寒天の定義は「紅誌類を物理化・事的に底辺iした乾燥製品で¥その水溶液のJJ安

質が1.hit度に封して可逆性を有するもの」とされている。 即ち紅誌類特に「て

んぐさ」は7l¥.で、寒天質を煮出すと， 1.5乃至 2%の7k1谷液となり揃氏 25度附

近で蹟固しゼリ ー!I.大と君主り とれを 30度まで煮沸する と溶液!IJ¥に反る。 との

98-98.5%の水分を 15)う五 229杉程度まで托 IUbkして得た製品がnn謂寒天で

ある。

寒天の護見は文献によると次のようにillべられている。

「寒天を製し創めたるは高治元年の冬にして山城伏見の騨美濃屋太郎左街

門方に薩摩藩主の宿りし時， fi挺差に出したる愛)Jfiの食飴を地上に捨てしもの

を数日の後自ら凍り乾き?とるを見て太郎左衛門自得する所あり，爾来百方工

夫を運ら し底k 試験を粧て絡に良1171を製しとれを心太の乾物と郁せり此時来

朝し?とる黄撲の閉山信隠元之を見て俳家の食に、適歯するものとし寒天と競せ

りという」叉「爾来伏見の特産たりしがその後擁洋にて製し天保 11年に至り

て)13-波地方に停え又信濃諏訪郡に始ま り序で各地に開業するものあ りしも駿

業するも の多く一旦は披，蹴，JJ-， 信四閣の特有産物とえ主れり」と主ji;べられ

ている。 以来 200年間浮沈はあったが操業は続けられ農業の傍ら冬季聞に寒

天を製造した。現在でも日本の去天工業の大部分はとの形態をもって行われ

とれ等農家はむしろ悲天にその生計ーを依存し農業収入は寒天牧入の約 10分

の 1程度に-Vlまっている。現在の操業は第 4去の通りである。

寒天製迭の技術は極めて複雑で、あって製造業者によって夫 k 泉主主 U子孫相

伴えて行くのであるが一般的概念、は第5表に示すとうりでるる。要は抽出工

程に夫k 特徴があって原藻投入の時期，取の添加!の時期，火止の時期が問題で

- 23ー



117!.手n28年 3月費'q秘第 1!{f類若草24 

第 5表

寒天製造工程

l涼若草配合 |

一一一一笠一一一一
I )庶務蕗理lIii受ilHぬl別、ν

1 ~仕事!~ I 

v 
|用水郷総 |

'" 
IOiE敵添加 |

ゆ

|f詰百吉原藻夜入 l
V 

! o官 ii¥lI 
W 

1 !欧主問;部投入 |
w 

1 ~松 山 |
w 

1 -J誌l炊:反応若草投入 i
v 

l火 1.1ニ 1
v 

市E百羽五蒔市1
v 

|ご脊煮註加 |
、砂

市部荊石雨前
v 

|11西白剤投入 |
v 

l 放出 |

|秘 過 |
w 

|放 出 |
W 

1 ;疑 1，，1I 
v 

|切 断 l
ψ 

|凍結 l
v 

1 1首1~ 月辛 | 
W 

|乾燥 |
ψ 

l仕上 l
v 

l袋 一_J'!'.-I

第 4表 IIWf;1I27年度冬天工業の操業

(~業主任業によるも の)

扱lio ti官『|l菜ι 年|山
豚 jjリ 工場 釜数 |「||能りil三E力F 1日11脱鍛 能 力 生 E是正:1

2
1 書H!! 11 封皮 が，i!!

岩 弓三 3 100 67 20，100 25，000 

i雨 ぬ 1 100 67 6，700 6，250 

I.lJ ~~ ・z 15 75 140，625 129，380 

長 出f 149 166 125 751 1，556，250 1，431，750 

岐 109 13‘3 100 67 891，100 931，000 

古事 |附! 3 3 100 67 20，100 18，750 

ZーJ'.. lill 30 30 80 53 127，包00 125，000 

大 I~ 104 115 80 53 487，600 479，170 

宇/佐、 jif[ 16 20 80 53 84，800 83，330 

3，229，630 

あり又原蕊の配合についても夫k ~~Ü 自の工夫がある。

その後は天然の大冷脳出でるる屋外に於て約 10日

間夜間の凍結と査院nの融解を繰返してH5bJ'¥.し仕上乾燥

を行うのであるが製症の気候僚件は袋冷であるばかり

では製匙が出来危い。即ち;j，くの諸・僚件が必要とされて

Fnυ "'a
 

d
宝

，
 

A
堂

内

6
9
d
 ，
 

oυ イ内

h
v

nh
v
 

A
生nδ

 

A
り

a
d
宮苦「

いる。

1.夜間端氏本下2度から 8度まで下降すると と。

2.Z取引Jし?とトコロ テンを徐々に融f鮮させるために熱

度の弱い午後の円照時聞の長い土地であるとと。

3.大筑が乾燥し土地がiゑ潤で、あると と。

4.雨雲が少主主く徴}yi.¥程度のl¥のあるとと。

以上の僚件を満J止するよう主主土地は極めて峡主とされ従

って製逃適地も洲市j余地，丹後地方，大阪の山11.IJ部等

に限定されている。

今次のi政争1中にたいて各閣とも円本の;Jt天の輸入が

社絶したので非常完工悶悠を来した。軍需的にも その需

要が多いため各閣とも澗自の立場で自閣の原料海藻資
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問時彩夫~天及び寒天工業の現状 25 

加の開張調子Eと寒天の科撃的製法の研究に力乞注いだので，オ{ス トラリヤ，

ニュージーランド，メキシコ， FHアフリカの 4筒閣は夫k 自給の段附に至り

又アメ リ ヌJ に於て も 2， 3 の合枇が~詰与を組けている。従って利型白人J製法につ

いては戦年:以来世界的に技術が延UJょした。 円本vc.::lないてもliJl争中から時と底

とを~ばすて法天を科型的に製造する合祉企業は各地に試みられq'，)，vc. i'i.!lt後は遊

休施設の利nJと徐剰掠力の')lえ牧の而iから多くの資本家の'f[f日するととろと左

り N~kの方法で工場を設計し建設し製出したが元来天然の冷気を利用し冬季

fMJの農業の飴剰接働力を利用する農業先立:~~の寒天工業とは採算の駄で劣り ，

切i(lタ卜図以上の優良品質の製品を製匙し民 り乍ら鹿業するものが色:tl-l!.した。

一方諸外閣では日本の天然の主主天を安慣に買付けとれを純粋化するために

再精製して輸出債絡の 61去jう王8仙の高田で販賀 して居り特に純梓な製品を

必要とする用詮については日本に於ても一部逆輸入せざるを符ゑい!Ik況も b

jJ ，科・撃的製法の確立は園内的にも輸出振興の商からも重大友問題と君主った

ので昭和 26， 2ï 年の 2 筒年に豆り政府は科~~寒天製匙の工業化試験!J~ として

奇l'2，300 l~ ~11 を計上し閣内優良工場・に釘し工業化試験を焚IljiJJ し技術の改良を

li言lった。 その結果大体の結論も IU て~(たので引続き 28 !;l三度にないて結論を

絡局せしめる議算を計上している。

戦後の寒天工業は技術的問題よりも輪IH vc.闘する一本レ ート の~Æ， フ ロ

アー・ プライスの撤JIE，原蕊債格のfi立上 りとか経済的問題が多く夫k苦難の道

をzlよんで・いるが天然窓天，手;H事;JJXを11司わ歩、之さ3;の問題のW(，決には大きたに行

政的主主力と一般の認識を要するととでるり ~ïEな施策を必要とされている。

寒天は夫々の用主主によって特に純粋なものを必要とするJA-合と天然寒天の

ような一部は糊分を含んでいた方が都合のよいj目詮もあるととであるから将

来はm詮m詮によっての生産計誌をlio，ilるべきでるると思われる。

従って;ベ然の寒天の生産を闘j丹念らしめる施策 としては弔市illl.主企業者の協

同組!令の強化に俳う金融の悶滑を|品'i1るととでるり，科事;JJ天については特に

強大な資本の芸付が必要で・あると共に世の総ての識者・が寒天工業のと[i:喪性を

認識するととでるる。

知 6去に手;j.i皐寒天工場の現勢， !:{c i去に科J皐3Jミフミの製i!t方法-rE表，第 8

去に;JJ天輸出のiU，況を記して稿を経る。
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~ 科怒っE天工易巧t苦手 (IIH翁127&1'-1l月JJ1.松) ((1m考)ーi司i推定を含む。(→は不明第 6表

ヂJ1Jl:， 

24，0001冷凍法

20，0001冷凍法

uO，OO⑪|冷凍法

2u，00⑪Inl'!溺令Uli法
20，0001 )限 力 法

100，0001電気泳動法

60，000:冷凍法

18，00到底乾法

36，00川電気泳動法

60，00例冷凍法

424，000: 

66，000電気泳動法

200，000冷凍法 | 一 | 一

60，000冷凍法 2，0001 ー) 1 づ

33，0001冷凍法]，0001 H 1 付

33，00011令Ulr法 15，40玖 (-) 1 →
50，0001 )J尽力法 10，0001 → | 付

50，00011償 援 法]，0001 H 1 H 

33，0001冷凍法 7，25例 H 1 H 
50，00011償 援 法]，0001 付 H

33，0001冷凍法 2，000， 付ー)

60，0001冷凍nft綴併川]，0001 付 (-) 

北海辺司Zi!5n1J

北海道中L脱市

千楽勝行徳間丁

千葉県系行総1U[

東京都れ来日11

古事前JlM:伊東市

i静岡県予械束村

静 附鯨城東利

古手間賂沼r¥t市
i仰向勝消水市

10工 場 | 
百E 士 E長 ~'~ 1静岡賂消*il11 IIl~和27&1主計近 |株式募集中

庁リエンタノレ化準 |大阪府石i河村 111自利25&手前近 |株式募集中

東洋寒天 |長崎!際jぬ以市 3年 1ヶ月 1 3，000，000 

三奥 化 懇 I~悦治岩内町
朝日 寒天 IJ:i';'城 県系波i削1T1" 

東邦 化成 |千葉燃二宮11fT

大 行 制:1:東京都大周回し

千平 尾 化 準 1'['i山脈太問やl

H 本 会 511s|静 間際三島r!5

東 洋~ヲミ |変知県f:小坂井町

不 二 化工 |長崎燃佐世保市

語講

激

神
明

H
A附

皇JiJl:
8，650 

]，250 

]，320 

8，640 
40 

34，980 
69，580 

125，26， 2ヶ125，26，2ヶ年12，Jj， 26，2ケ

ドI三生盛岡閣内版安高:&f-愉 111高

]4，700 

担皮1
27，6311 

2，050: 

13，500; 

8，750 
220 

8，弓O。!
21，409; 

27，450: 

]09，6叫
一ーー一一一一一，

Ill!ll 
25，697 
i手前11~Il 

20，000 
i.{長官m中
13，500 
1] ，000: 

3，1201 

21，500i 

22，5311 

48，200: 

]65，5481 

製造方法l年 liq|
製造能力

Iq 
3，000;000 
2，000，000 
3，000，000 
2，500，000 
] ，000，000 
3，500，000 

10，000，000 
2，000，000 
2，000，000 

3，000，000 

資本金操 業 年並立

3、年 7ヶ)3
3ヶ月

]2&1工10ヶ月

2ヶ月

1年 7ヶ月

4 &1'-4ケ)1
2&1'-1ヶ月

2&1三5ヶ月

4 &1'-1ヶ月

5&1三2ヶ月

工場所布地名

三矢1令Ul~9~天

束洋化祭主主夫

天王伝工 業

太陽*ffrfヱ栄

東 京 寒 天

ifJ， T'{化 与さ

ニユ{アガ ー

ヲミ減物 EI'E

11 新 化成

太洋 i令 識

主1.:令か与|

f京E

5段

の

も

の

抽
明

H
山
骨
両

国
間
当
一
回
∞
令
臼
泊

2，000，000 
3，500，000 
5，000，000 
5，000，000 
1.000，000 
3，000，000 
3，000，000 
5，000，000 

2年

2&1'-
u.{1'-5ケJl
4年

3af..]0ヶ月

3有三

2 &1'-

2 &1三

i{!iの

11mも

1/'の

休
業
中
又
は
版
業
し
た
も

の

σ3 



岡崎彩夫: 寒天及び冬天工業の現1I大

第 7表 科 接 冬 天 の 製 法 - ! lt

27 

叫
H
F

年次
輸出型地
(封皮)

年次
輸 :1¥徴主主
(封皮)

輸出金額
([jl) 

nB和15&手 2，631，679 ].1，240，974 nB;f司21&手

昭和16&¥三 1，299，933 4，953，000 nB手口22&f-

昭和17&¥三 695，023 2，648，200 nB和23年

昭和18年 34字，164 1，447，014 昭和24&1'- 682，584 275，273，412 
昭和19年 264，070 1，495，120 昭和25年 2，498，667 623，296，823 
昭和20年 169，477 974，667 昭和初年 1，965，619 579，066，614 
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28 若葉 恕i f事15& ~ 1 波 l関手[J 28年 3月

イワヅタ とサボテ ングサの託手走細胞

. 
時 間 旬I~

島根l際問~11皮向島前の黒木御)予dJl:の下の悔は，明治 43(，1'.. 9月，岡村金太郎先

生が，紅海κ産するイワヅグ屈の 1HIを護見，とれをクロキヅタと命名され

て以来，近年伊:磁の沿岸でも採集されるまでは，此の珍海藻の邦内11住ーの産

地として知られ，大ilミ11(，1三天然記念物に指定されて今日に及んでいる。 北

大水産I);q"J部の堅生に陪|妓 I:I~，身の人がいたので或る瓦休みに少し採集して射

るように組んだと とがるる。すると蛇硯の目を盗んで、採集してきたといって，

美事主主標本を津山持って長'J!~って くれたのには柳か恐給したのでるった。 その

人は今は故人と友った奥村久誠君で，京の名は北大のJJI~:葉庫は勿論，交換の

ために迭った海外の大串の標本室1にも美しい標本の採集者として永久に残る

ととに怒った。その後，やはり謄l肢のクロキヅグの標本が，今度はたった一枚

恭しく寄胞にたったととがるる。それはJJJ根賜知夫郡梨:木村ーの村長・安nii剛氏

から隠i岐水産墜校長r.n日二郎氏に贈られたものを間口氏から母校へと送って

来られたのである。との標本は，照宮棋が符11結婚を前に EI 本各地を ~~il1.夜行遊

ばされた折，松江市にゐ立寄りの|緊，天然記念物として台覧に供するため，

村長自ら採集した標本の一部であるとのとと。そとで村・長の好意を謝するつ

いで、に，近年イワヅク屈には肘ー走する配偶子が護見され墜界の話題となって

いるから (DOS，TAL 1928， 1929; SCHUSSmG 1929) クロキヅタを手近かに

採集できる武村で・， g制交の先生に研究して頂けたら製JI'-のためにクロキヅタ

がー唐荷役に立つでしょ うと千紙に苦いた。する と村長から丁重君主返事をい

ただいたが，その中に「街l示知の如くとのものは胞子によって繁殖せ歩輩葉

を仲長して大ノj、の群落を君主し，自然分裂移動候もののtIIにて藍よ り輩を出し

実よ りも藍を出し候」と るり，塁喜界の新設見のと とはてんで興味を惹かない

ととを知って少主主から十失望し，教科書的知識の国陥.さというものを痛感し

た弐第であった。

イワ ヅタ J~jの滋走細胞のととは今日では肢に常識であるが， 筆者がこれを

資見する機合にA1~まれたのは11住の一回，昭和 13 年 6 月，那覇でピヤ クシンヅ
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グを採集した折のととである。胴前LI1:入れて持ちかえり，バッ ト の中で私~7K

k浮べて見ていると濃維色の液が，藻休の各月iから器底に向つですぢに主主っ

て沈降し，器底は忽ち紘色と君主り， 藻休は殆ど色が!虎けてし まった。との紘

色のj夜をスライドl乞取って検鏡すると無数の俳走車!U.lJ包が右往左往している。

胴筒しの ~I:I は紘色の液でよごれ，蕊休は所々 lJ5t色してたり，ルーペで見ると休

表面に短い毛のよう君主管がいくつも IJ1ている。との管から梯走*iIl胞と共に休

の内容物が一声?に流出したわけで，ホルマリン海水に貯えた標本にもとの管

を見るととができた。

サボテングサの瀞走市Is胞は，百年も前ーに殻見されている (DERBお&SOLIER 

1856)。その形や出来方などは殻見首時ρ論文の持岡がそのまま多くの教科書:

に引用されている。との断定細胞が配偶子らしいととは，護見詰・時から言わ

れていたが，接合は今日まで誰も見?と人が無い。ただ最近， との俳走細胞に

2種類あって別k の付えから悦ぎ出るととがわかった(J.FELl川Al'¥'i¥1951)。

一方は長さ 7~8μ，幅 3~4 ，u で， 3佃のノj、英紘休を有し，後部に三日月71去の

眼黙を一つ持っている。もう一つの方は僅かに小さく (長 さ 5~6μ)， 実紘休

は同様であるが限製iは無い。いやれも著しい趨光性を示さすヘすぐに蓮動力

を失ってしまう。とれらは性を異にナる配偶子にちがいえEいと忠われるカも

接合を見るととには成功していない。ととるで問題はとの配偶子の併出の有

様で， 11[81体の内容物が一斉に殆ど全部流出する有棋は，イワヅグ属の配偶

子放出の有棋に紡~jlll と している。

従来サボテングサ風はミ Jレ属に近いものと考えられ， ミル;f;;I.のハゴロモBi

科 Udoteae11:分類されていたが， 配偶子の形態と其の脱出が 1個体の内容全

部にー践に行われる製i(holocarpic) 11:於て， ミル民よりはイワヅグ屈に近い

と考えられる事は，既にとれら雨廊の近縁関係にbるととが市!lI.IJ包皐的性質の

近似する製 (heteroplasticであるとと)から提唱されていたのを(J.FELD-

MAi¥:-¥ 1946)，更に裏書きするものと言えるので， ハゴロモ科 Udoteaceaeと

イワヅタ科 Call1el'仰ceaeとの 2科をイワヅグ目 Calll仰向lesとし，残徐の存!を

容れた管!Ik藻目 Siphonales(狭義)からは猫立した闘 として分類するととがiJt
11呂されるに至つた(J. FELDlV1ANN 1951)0 (北海道大祭t主主任部*&ri準教室)

- 29ー



30 議 ifff~ 第 1谷 第 1裁定昭和 28q三3月

イシモヅクとクサモヅクとは同一物である

稲垣 貫 一

「石に着 くのがイシモヅク，草の上ではクサモヅク」というのが雨種の外

観的の直別の要賠とされているがr それは着生物だけの相虫色であ り， 種々な

文献を辿ってみてもはっきりした直別がつかない。手近か主主底で岡村金太郎

先生の日木主主類岡譜第2各及び、日本海藻誌の記載によればー!底雨種の概念を

把握するととが出来るが CllOrdaria屈そのものの性欣がはっきりし主主い以上

なんだか解けぬものを感歩るのである。併し順序としてとれ迄邦産イシモヅ

クの特徴とされている主主主賠を列記すると『休は辿D得られる中l¥ldlあ り，五

生又は叉Hkに 3-4四分l民， 若いものは多枝，老成すれば小枝を失う。校は|別

出， I雁木欣に屈曲，判ill{に宮み，休の軟いもの，硬いも の等種々主主段階があ

る。内部構造は髄部と皮部の同化糸の居とから成り，前者に於てはその内居

は長い岡佐燃の細胞から，外居は放射j伏に配列した短い闘71~又は多角形の細

胞から出来ていて何れも制胞は厚脱，髄部は諸所中~とたっている』 とれに

謝して同じくクサモヅクの方ではイシモヅクに比i!皮して r*刺lがはっきりせ

十各方面に分l技，髄部は最初から中2さで甚だ院い，内陸の周囲に志向い悶桂JI犬

の細胞が存在，草子護は同化糸の基部細胞上に着生，軟質であるJつま りイ

シモヅクとクサモヅクとの聞の最も著しい相建は外観的には分l肢の思1i，構造

の上では中空形成の時閉及rJ蹟さ等でるる。然し邦産のイシモヅクは GEPP

の原記軟により査定されたものでるるが，その基準標本は現在 BritishMus-

eumの脂葉庫に所蔵されている11住1侃!のものに過ぎや，その第生闘は山問先

生のも とにあるので問先生に見せて'民1いたが分|肢が疎でるる。我々は GEPP

の原記載を土主主にした岡村先生の記載に基いて多型的主主もので休が比較的硬

く岩石に若き，所謂辿り 得る主軸~有するという枠でイ シモヅクを決定し，

1~~底に生育し，他の海藻に着生，辿 b 得ベき主ijidlがはっきりし友いで， 質の

]欧いものはクサモヅクの方に入れたのである。 尤も KVLINによれば岡村

先生の邦産クサモヅクは KUETZING命名のものとは異っているという。兎

に角との程度の外部形態と内部構誌の検討では雨者の概念がどうもピンと来
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ゑい。従来此笥:雨種の出典

としてすくのものをあげると

とがI:U死正る。

イシモヅ ク C!lOrdaria 

firma GEPP ，. Chinese mar. 

AIg. (J ourn. of Bot.， Vol. 

42， 1904) p. 162， Tab. 460 

figs. 7-8; OK.Ai'I'IURA， Icon. 

of J apari. Alg. voI. III， 19 

15， p. 183， pl. 143， figs. 1-

9; pl. 145， figs. 1-9. 

クサモヅク Clwrdaria 

Cladosi戸llOn OEA.¥L (non 

KUETZ.)， Icon. of Japan. 

AIg. voI. III， 1915， p. 188， 

pI. 144， figs. 1， 2， 4; pI. 

145. 

ととろで 1940年 KVLI?-J

の Phaeophyceenordn.Cho-

rdarialesが刊行され，剖則

的主主 Cl/Ordarialesの分類が

護表せられて ととに Sphae-

rotrichia f:J.る新民が設け ら

れた。此の属が成長製iと同

化糸の頂端細胞の形態の貼

で Chordaria鹿とはさをく 異

t;;.るというと とを肯定せし

めるに至ったのである。海

藻のi様に性丹)¥'//;'簡単で、ある

が形態が多概念もの特に蛍

該種の様主主ものは今迄の程

度の分類方法では充分とは

Fig. a 

イシモグク Sphαeγotrichiα divα7・icatα(AG.)

Ky日N f. typicαIN.~GほI の成長戦決びその下位

のrtjiiJl!の一流室蘭1，貝殻上 x285

Fig. b 

向上イシモグクの若生娘部F付近より 生じ たが~ f;本

x225 

Fig. c， 

ヤ七モグク Sphω1'otrich似 divaricαta (AG.) 

KnJN f.・epiphyticαIN，¥GAKIのガj休，E.2在i管7 シ

スジモクの体__tX190 
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いえたい。 それ放に KYLlN の分類はiEにH町長に燈火を得たものと言 うとと

が出来ょう。 Sphaerot ri clúa に於ては成長島ll は球形の前n胞が 1~3 側念、珠jU~K 主主

主主 t，車基的にイqlびてゆくのが相官ゐそく迄はっき りと指摘される。尤も老

成したものの成長明Iで、は;駄ilLとの成長熟Ijff:il1胞は見られなくなり，同化糸に置

換えられるので本胞と Ci/Ordariaの頂端とのrkl]Kは何等の相違が認められな

く主主る。との成長見li を詳出111に観察し左かったととが従来ドI~民間!の混乱の-1習

を主主したのである。然し雨Jjj6は同化糸の紘子，ね特-'1にζS匂Pμμ抑!tル1mω附ae仰F叩o凶1か7η川Zκ川C

J買頁端端i京和制i山H胞はは-工球求却制?力形|μ2を1た主して大きいのに上比じして 0，加I川ordどda山rLωaの」場場必必.合はf倒到到!卯7形|砂2又は対球t 

形てで.はあるが形がノぺ小jト、さいととでで、も分l付けゴナ-られる。佐々岡者の頂端車iH胞が何れも

小形なるとと もる り特るがそれは局部的なととである。とれ迄邦EEのイシモ

ヅク及びクサモヅクとせられたものに就き KYLIN がと り上げた形質によっ

て検討すれば仰れも 印!tap.rotrichia K好く一致し， その殻生過程を見ても

CllOrdaria とは全 く呉っている ととが確認出来る。此等雨郡ーが共に Sphaerol1-i-

chia にEょす るととは上iill;の中止にその71'~質からま子易に717かれ，且つは内部柿迭

と外部形態も鑓化に計んでいるが131えな棋本により比技研究すれば，その様

危:匝別は品種として取扱う程度でやすれも同一部として;:きえた方がrr歯で、通うる
とともはっきりして来たo ii'u髄都中空の程度は休の部分により種々主主段階が

あり ，附着物jもイシモヅク必十-しも岩石に!浪らす勺クサモヅク常に他のH:手誌

上にある とも:よってい泣い。而して邦EE:の Sphaerotl-ichiaに屈する」二記のもの

と Sphaerotl-ichiadivar:cata KVLlj'¥との関係如何というに KVL[j'¥ を初め

HARVsY， KUEfZfNG {'!'};の記載からやはり同一種とJよるべきであるが11住基本

設は辿り得べきII-Il¥i!ilとい うものがはっき りしない松で・あ り，邦彦:のものでは

此のr-j:Jl]i!hを指摘するととが出来るけれども往k それが不明なものもるるから

斯様主主動を種の特徴と したい方が好いと忠われる。$[に~)Jg民吉三郎先生 も自

らの採集IRiに到 しSphaerot，.ichiadivaricate (AG-) KVLINの異名で、通うる Ch07-daria

d山 n-icalaAG-を)Jjいていられたととは東京大・早川誠根本に依ヲてfiJjかで、ある。

Splzaerotrichia japonica KVL1Nは KYLINの，岡村先生の海藻間設による命名

にすぎ十，今邦J去のイシモヅク及びクサモヅクが同f'iTi:で SP1werolrichiadivari-

cata KYLlN に討てる とととしたからには此の極も亦基本程に包含さるべ き

ものである。以上の凡fげによりイシモヅク， クサモヅクその近似U~を集めて

Sphaerotrichia divaricata KYLlj'¥ {IL官て， ~にそれを幾つかの品;j]!:K 分けたが，

その詳細lは近刊の北大海部研究所の隙文報告ーに諮ると ととする。

_ "):0 
υμ 

(北海道大ß.1型Il;W~泌海部研究所)
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鹿児鳥濁の海藻雑報

j'f/ r11 剛

1. 楼島国山池のタ二コケモドキ

鹿児島問，樫jJUの東北に|ぷl山と云って 77.4mの小高いj王がある。 本旅と

の地帯は北岳;熔岩で、あったが，安永熔矛fの流/:111ltLよってj!.ft部の大4こは埋めら

れ，その熔清流は 2分し吏に合流して山の1.&1tLi也を作った。とれをl!ltl山池と

栴している。とのr~í はw加が池の耐えi方より流れて来た誌に完全に接制してい

ても，下部は熔岩の隙間を通して海と辿り， i樹の干渦ーによって他の71'(も増減

している。 ー芥近いmでγ也と栴伴とは 10m 1¥/:である。 との池は)iIi]凶 200m

f¥L 7K深 3~4 mf立で東部と北部とは熔:!ñ-であり， 西部と南部とは闘01から

流れて来た土で、砂演の様11:なっている。 IP~大，内j民敬授の司rJ抗で・は此底には

ハマサジとウラギクの見事な:ilt落があり，ウラギクは休日::j1~ 1. う m にも挫す

るとヰt~ じている。 i也は外の海聞に比して臨分も甚だ少なく，水活lも低く，著

しく首!尚?である。Il'F年 7月 31FIの調査では外の栴水協28.30Cの時池の7KiKil

は 1G.370Cであって外ii:f.と 100C以上の三'fがある。 池にはウナギ，ボラ得が

活而に筏主!三&ひ:~下するダエコケモドキの11下/存

(ill根銀五郎氏搬滋)

一吋一山一

生投:し，池底にはアナア

ヲサ， アヲノ リ子与が生育

している。との池のFffん

ど)h]j;'，:i全部の岩間及び記

砂而iのが凶iltL Iま最千j捌紘

よりJ-.j;1 m位の帆にて

〕ー度マットを敷いたtJItL

紅諜知のタニコ ケモド キ

が平行生 L，或は岩からTIi:

下して赤糾色の幣を君主し

て見事主主景観である(幻

民参日H)。とのグエコケモ

ドキは主主次の調査ltLょっ



34 主主 守Ji 第 15{f穿sl波昭和28&手 3月

ても米だ結資休は見られないが，いつも見事Zな主群落を7形l診予成していて?常首時生育

i旺圧』椛従で、村村1渇する著事4はt怒主く 3刻非|ド三γ守，?常j

f尚f句司とのグニコケモドキは府称{滞矧iとしても生f態岳的に興lI;j味M床tある 1磁霊f均布矧J必'j でで'~あうり ， VrE球
以外の木邦内に於ては鹿児向!院に於ては枕崎ilT，(時間旬弘昭和 14(，1三3月)，

口之永良部I(~の iffiLょiE壁J二， 主主に後比されているが，以前は宮崎j照的津町の鈴

木l.ii~íiÎ\の列二戸の 1:1 1 1'Cも殻凡されたとの報汗が残っているが，現在では殆んど

ととで、は見詰らない。(新UIr.P首長編， FI 向地名路~'Uç- ， たにとけもどき ， '.大il三

8 1， 1~)。

2， 長大のオホオゴノリ

H日和 23(，1三6i'J 25日，鹿児山水産専門感校裏の?初予に打揚げ.ていたと云う

taHIえの赤い海誕生nを，鹿児山ïli フノ リ 製浩t)~5，号のむ;変質右衛門氏が持参され

た引がある。調べて見るとオゴノリ j誕のオホオゴノ リ (Gmcilm.iar;ir;as)であ

り，休l云貨に 11，/6m にも出し， しかも部休の恭郁と先端とは詑"1で切れて

いるから完全な休では恐らく 14~15 m I'C挫したであろうとj目、われた。r:日:1オ木i 

j抑iんμj示引:諜;日京iE:5百誌~:&志;ぷ:にもオオ-ホオオ『ゴノリでで‘はt長七いものでで、 5m或は 1叩Om{仏伏l占なí:にも辻

ると;百記i氾己されているから珍らしいZ部!ιLでないかも知れ完危主いがご筆在者者.はカか、かる長大な

釦紅J諜J必4生必首知!丸nは木邦で.砂初初]従め〉てJ見i!.t.たc:::J司功Jf.で‘dあうり， 甚だ興味を感じた次第で・ある。 尚との

部休は何 3~4 m l11 位で ) iW¥ 'lj'f"l[でソj、校は少なく， 二次的の卸小枝を::{{し， !Pill

;{i:した諜県を械していた。 (鹿児島大経水産若返WID

新著紹介

i仰木紀 DJ 五年

日本産イ トグサ腐の分類率的研究

T. S"GI: Systematic Stlldy of the Genus Polysiphoniαfrom Japan and 

its Vicinity. Journ. of the Faculty of Fisheries， Prefectllral University 
of Mie， 1 (2): lu9-272 Figs. 1-::l6， Pls. I-XVI， 

本論文は納言 (2頁)，研究Jl!.拠統(3頁l，分知上の形貨の記主Jj;(8jf)，純の検索表

(2J主)，砲の百ëHお (87頁)， 索引 (2J[Jの 6 1E と姉|同 36悶，潟if(.i凶)仮 16~ーからなり ， と

れに記滅された 31積のrl.1，新制が 9，1:1本新盗事Eが IHrJlである。若者は}!N:ili;のイ ト
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グサ腐を採用 しているが，とれは侠返には 10蚊嵐にも分たれ，その磁矧c総数は 200

利以上にも越する。 本研究に於て秘の分類上の特徴として特に~:~・I・見されているの

は， ① 毛!伏枝とその泌助溌III)J也の位置&..び (2);枝が毛!伏d肢と共通の主主側主II¥JIE!.を以て分岐

するか (Trichoblast-connecting)然らざるか (Trichoblast-unconnecting)の諸常占で，

護巣の形状もかなり豆:税されているが3 ζ の他は大{本従来の詳古里住者の意見が踏襲され

ている o

躍が， /伝子1)では:.;'古鴻のJi庁iiI'lTrichoblast-connecting branches を有する料類が 1

手mもみられず，何れも Tricboblast-unconnectingbranches をもっ到す引のみである。

こE主ため本邦法:の 7純がとれ等と夫々純めて近似のタト国産の純猟と上の形氏の差異Jこ

依って厄íJú され， 各々潟rlÆ として記載されている。との他下に・t}~げた若者の倹栄表に

みられる分類l上の形貨をあげると① )J~ ，t，、 1~~の鍛， ② 皮暦の有無 @;伎の始以が中心

細胞であるか (内生的)， )，~~心強 I II )JË!.であるか (タ卜生的)， 毛1I犬伎のii.H1F最Illl1ti (8car cells) 

でるるか (cicatl'igenous.)，&..ぴ④小枝c分岐の総相等がるる。

1詰;J若者は光年本邦E長マキイトグサ (Polysipho冗句加kodαtesisYEOOO) に主主して，

Enelittosiphoπ仰なる新郎を桜H日し， Polys勿honiaとの匹別納と して ① f本の構造

f;:t }J![背がlである ， ②長{糸又は W.除はタト ~t. 的である ， ① 毛!伏校fj;主として長僚に生ず，

① 雌判1，同紙である ， ~~~の諸課，!i 寺あげている 。 (本ヂI) Èキいわゆるマキイ l グサの分類撃

的位置に就いて。生物3 第|些lilf，ti's匹l披， 134-] 39J.( . 第1-3 1凶.英文摘~， 1949)。

種 の 検索表

1. 体は 4)，!~，じ\'li: よりなる ・ e ・・

]. (;本は 4日目以上の);ij，じfO'ーよりなる …・…。.......................................一--J. 3 

2.体は皮磨主111胞を被らず… ..........・・ .......・・・ …ー ・・ーベ ................ 4 

:>.. 1-本はー'i¥i¥叉は全部皮滑釦11)胞を以て被わる … ・・・ 0 ・・ ・ー・・・・…・・ー一一 5

4.毛)1犬;伎叉はその泌跡、主111胞は各闘怖に 1%1づヲÆ~il してがす・ ・….... ・ ・・・ . u 

4.毛)1た校叉はその必湖、細胞は上の虫fJくならず・ .......・ ...".・ー・・ ... ・・ ・ 7 

6. 毛)1犬伎はよく E主主主す・ ・・ ・・・・ ・・・ 0・・u ・・・.....…..... ・・・ ……..... s 
6. 上 の如〈 ならず ・ー・・ 0・・・0 ・・・・・・・・・・・ ・ ・‘・・・ 0 ・・ 0・・・0・.......・ー・・ 0・・・・・・・ 9 

s.体はおし太<， ~，孔lÍll!にして，紛j官官はI虻宅E よ り ;組か し

. P. J(αmps仏x'iiBO '~{GESEN (タケイトグサ)

s.世¥>:&..び側節は上の如〈ならず -…… 0 ・...……一 .......................・ ・・・ 10

10. 小枝は凶錐花序絞に分岐し， 援果は~]t)伏・・ P. codiicolαZAN. (パライ トグサ)

10.小伎は上の如くならず，蕊呆は主111目の卵形 ・P.obseolatα8EGI (ホソイ トグサ)

9.体は短き繊維状にして恨めて柔軟，青白き灰色なり

• P. TolC'idαe 8，ユ01(ウスイトグサ)

9. (;本は上の虫1.1<ならずい・…・ 0 ・・・・・ ・一...... ・・...・・・ ・ ー・・・ 0 ・・...........，ー 11 

- <l5ー



36 若草紙 第 1'.{t第 1~:虎 1I{J，;f:U 28 &1主3月

lJ. 休は小なり ・ー・ ・・ー.....................".，...... ー・・・ 0・・・・ーー・ .........・・・・・・・・・ 12

1]，体は~主〈 官11 ぴたり・ ・ ・・ ..，.・ 0 ・・ 0・… 0 ・0・....・"'"ーー ・ 6・… 13

1? 小枝は織房J伏に分岐す ー・ . P. p~ûvinαta J. AGAHDH (?) (ヒナイ トグサ)

l?小枝は上の虫nくならず・ ・…・・ 0 ・…一一- ・・・ 0 ・e ・…・ ・・・・ー・一.14 

14.滋来は横肢の盛!伏ー・・ .......... P. subWissi:mαMONTA臼NI，(キヌ コマ チ)

14. iii~.}.f~は J::.の虫n <なら ず ・ 0・・・・・ ・・・ 0 ・ 0・ ・・ ・・・....15 

15. 忍果は卵形・・ ・ ・ 一........P. scop~tloγ'U?n HAHVI';Y (オソリイ トグサ)

15. li伝来は球J伏.................................. P. Sα世αtie1・'iI1AruoT (ヒメイ トグサ)

1 3. 体は悶塊)伏をなして純めて民民1せ~ ..， P. toηgαtensis HAHYEY (ペニホツス)

13. f*は_tの虫日くならすJ 守…....・ 0 ・・・ 0・0 ・・ 0 ・ 0 ・・ h ・・ ・・・・・・一 一.........16 

16. 体は 7 ツト)1犬をなし， ~Hl~f~にして IÍ~< ，且惣かきIUJ簡を有す

P. jenuacea SlJHH (，I{ウイ 1グサ)

16. 1本はJ二の1([1くならず ・・ 0 ・・ ..・ ............P. Yendo'i SI沼r(エンドウイギス)

5.大き淵L1il.l!なる刺)ikの小枝を合:す・ .P. sp伽 o.gα(AG.)J. AGAHDJ-J (トゲイトグサ)

5. 上の如き小校を存せず・ 日・ ............・ 0 ・"....，・…・一 .......... 17 

17. 皮)啓治IIJJ@.は敷石の虫11< i~i ~ 3íIJナ ー...P. Hm'lα押d似 HAHVI';Y(タイソンイ トグサ)

17. 1文?前:IIIJJi:H主上の](1]<ならず ・・ 0 ・・ 0・0 ・......... 一一 ........... ・18

JS.休は傾l瓜し，微小なり ー・・ ー...........P. dec'U?nbens SEGI (リボ ンイト グサ)

18. 体はif仁i二し，大なり・ー-ー一一 。......... ・・ ・0・・0・...・・・ 19 

19 糸は繊維!伏にして;11二 '{i~に長〈のび，多Jil色をなす

.P.冗ippo怜iCCtSEOI (ユ ツポンイトグサ)

19. 糸は上の虫[1くならず … υ ・0 ・・・・ e・・ 0 ・・・・ 0 ・ -ー ・・・ 0 ・0・20

20. 慈~は刻l長き ~liH犬 ・ ・・..・ ・ P. 旬O世αe-ω~glαe TAYLOH (ナガ ツボイトグサ)

20.護某は上のおjくならず・・ 0 ・・・ 0 ・ ーー・・・・・・ 一一・一...............21 

2J. t本はrlli;1d伏なり …........ ・・・・…....... P. japo叫cαHAHYJW(キプリイ トグサ)

21.休は上のおlくならず ー..............・ P.αIclceshieηsis81<:OI (ア ツケシイ トクサ)

7.枝はタト生的なり ー・-・ ........ ・0 ・ ・・ 6・ ー・ ・ ・・・・・・・ 22

7. 伎は内生的なり・・ ・一 • . • . . • . . • • • • • . . . . • .… ............................・ … ・23

22. 小枝は相接近して耐性l芳!伏をなす

• P. abscissa HOOKIlR et H八IW;':Y(サンボウイトグサ)

22. 小校十よ上の如くならずー P.'UTceolαtα(Druλ.YVN) Gm:v. (シヤウジヨウウノリ)

23. 四分 JJ也子托は}j~)i犬に採りて1-uず ..... P.Moア7・owi:iHAIl.VEY (モロイトグサ)

23.間分JJ也子托は上の虫nくならず一一 0・P.sentic~tlosα HAR\TEY (ムツイ トグサ)

3.休はJJi:'R幸治11胞を以て被われず・ ...・… ・ ・・ 0 ・......ー ーー・ ー・・… . 24 

3. t本は皮暦主IIIJJ@.を以てお主わる ・・ ー・・・・・・ー一-…-・ー・・・…・・・・・ー・ … ー・・・ ・・・・ 25

24. f*は.5周心、{J":よりなる ・... ・・ー・・・・・ ・・ ・・ ・ •••.. .. .. . ...••. •.... . •. . ... ・・ ・・・・・ e ・26

24. i本は 5f間以上の)，!~心、台よりなる ・ 0 ・ー・・・ 0 ・一-・……一..一一.........27 

~6. 体は規則正し〈叉!伏に分岐し，根tlt糸は各殺にJili絡す

。P.jM・C'ipαtaHAHYJo:Y (クロイトグサ)
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2(~ . 休&..ひ'根儀総上の如くならず ・.....P. Richω'dsoni HOOKJo:R (モ ツレイ トグサ)

27.体は長〈利lぴ， 8-10個のj湖心、t12よりなる

P. tapinocm'pα8URING (ケイト グサ)

27.体は;綬<， 12-13倒 の!司心ぺfJよりなる

P. yonαIcuniensis SEGI (ヨナクニイ 1グサ)

25.体は 5J母心管よりなる・・・…・・・ ・・ . . • . .. P. 1J0r1'ectα8EGr (ナ ガイトグサ)

25. 休は 5個以上のJ応じ、官よよりなる ー・・ぃ ・・…・・・ 0・一......・ー ・ー ・・ー一 -一… ・28

28. 小;枝は東j伏-~!:jîýj:1犬をなす

P. B1"oαdiαei (Dn.LWYN) GRJ.i:vuμ;;(オオイトグサ)

2.8. 小;伎は上の虫n(ならず … ・ぃ・ …・…・・…・ー・・・・・ ・・・・・…・ ・ーー・・ー ー・・・・・ . 29 

29. 体は 81閣の胤心管よりなる

29. 体は 81個匝問IJ以;J訊J.上の}周司乱.¥必l

.p.介 L凶Lti，必加cωtωuoωSα削(Wur，T!1足m耳町3叩)Sp問RI悶iliGE町L (かノ、 リ?イ トグサ刊) 

3ωO. i本は 9悩の周心、管よりなり込iiill'付近のみ皮暦をなす

P. notoensis SEG1 (ノトイ lグサ)

30. 体は 11 個の周 Jc\"'á: よりなり会'i~i~皮磨を被る

P. C1"αssαOKAMURA (フトイト グサ)

(中村義的iー北海道大接現第lI1ii有主張研究所)
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日本藻類撃舎の設立に就て

藻類の研究は植物感の一昔sI"Jとしては勿論の とと，又7l¥.産製J:.から見ても

組めて重要注一部fつであ りまして，水産問 日本にとってはl持に その然るを感

ゃるのであります。 而 して我閣の蕊壌は制Jif，():¥1の女Jlく故li!iJ村金太郎先生に よ

ってその基礎がきづかれ附来初|筑者の数も土古川!し又一般同好の士も全閣にJi.

って相?砦の3止に挫しています。従って近年此土止の人 kのI::.¥]vc一つの樹立した

県令を設立せんとの昨が大きく怠ってきました。そとで11'1"年来有芯の者が札|

より相談の結果fI'I"II?:¥%112i 51三11)oJ 11日， 日本誌柔[ト事件の設立を見るに至っ

たと とは誠に御同民vc:l'ltえません。

本合設立に至る迄の粧過の大要，本千干の品目.*ia事業232は下に記ナ通 りであり

ますがイ司王子多数同専~ I司灯の二1::の ~~11賛同入令を希望ナる次第で、あ り ます。

日本藻類皐曾設舎に至る迄の過経概要

J. 昭和 27 年 7 JJ ~8 H 東京)1!偽来ifJJ r!lt;.水産研究所に於いて， 新IhM~得rft， 長谷川由雄，

;24木宗fM，ili":tr.;安祭，持i1川家占，1J{i必俊遺I 111 悶 :~:f.~男与の諸氏合合の際世v亡前年の

舞虫色での 日本7!-i!主要件fJ大合&.びその他の合合等 に於 て致:草 されたI:l;;伝説1Ji務合設立

の話が11¥て次のような1¥1合わせ を行った。

イ.来る 10月中旬のEI本植物等合大舎を機 として後舎をおlする とと 。

ロ. 主主illi人27名のill定。

ノ、.三宅lil<<ー.， r.I' 出 [-rf:l房， 岡原:ïE人， 凶枝i~~ の間氏には ζ の fi?: てを通知 して街l援日JJ

を乞うこと。

ニ.舎の 名街'1 日不 若年1Jil手合

ホ.令

へ.合

ト.司Z

区Ya4ttD-

p( 

「五革新Jとし， A5 チ~Jで年 2， 3 luJ!i走行

差是百厄.1(年;憤〉

採集合，秘習合等の開催

チ. 役立趣意1!~: の作成4事務含ま での一切 を 山間主主=男氏に一任するとと。

2. 英後不fik の駄を考~l.\:して， ~illi入 を 35 名 1C増 IJ \I し， 1 1 1 間半男氏からそれぞれ依頼状

を護送した ととる殆んど全員から賛同快諾の通知を待た。叉 中断治)ゑ 田 原正人，

石川光春 (ill1Jn)の三氏には山田幸男氏 より， 三宅総ー，I必1;閥単の雨氏には，新町内

lilì:敏氏~.~~ よ り， ζ の伎の企てに到して御援以j を乞 V' ， それぞれ御f.~悶 を得た 。 fM~
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起人は下の通り 。

完fr山骨 塁茎敏 ii蕊1.11 f}l也 :長谷川出可1， 司三笠f 主E 1At泌i弘幸

生i拘義↑w 今郊i宏三 稲垣主[ー 持出rftl:司主 岩本 m~三

Jf-悶 f氏 力日崎英タ3 木下院-IDi 黒木 宗f;';J jJミj在官太郎

三愉 苅対1， r(，や'1- :f主事¥i :fR予~健一郎 附問 幸一 I品J~I語彰夫

;11:訂: 彦築 奥野 手 同1， [:)jヲ1'.J'iil志対i， 時I1川 宗官 i4'白木 幸己ザ3

須iJ!袋 f変造 高校 IElJ: 問* 闘。 J1;¥"'問 fiJlI 補 周 三 郎

格 的 JJ)， 八 木繁一 ~II問先1 7-台 山岡 ;;p男 米関勇一

3. l昭和 27年 9月初 H 函館市に於ける日本水産経合大合11¥席合員に，本合の設1J:組

定、舎を配布した。叉，問診舎に IHM'; した務超人長谷川r:8対í~，中村義明，近江彦後，

l奴井烈志持1" 持'ff川宗占，1時2町内[1，山間知Y古の諸氏は， 26日夜，函館市北稿に於て合

合し， r("村義則氏が提示した"2rWJ草案に就いて話合いをした。次いで (1)後y巴人合

は10月11日夜が好都合ならん (2 )!B:~基人合の案内状に合則原案を同封 されたし

(3)設立趣意書に滋J包人名簿及び入食~(1 込君?をつけては， ミ字の意見が I~H た。そこ で こ

の旨を 111111幸男氏に係え，重ねて後合への何分の御誕カをお願いするととにして散

合した 。 的この席上~j包人に化&専攻E持者の参1m を ;;Rめでは との後言がるでコたが未

だその機に非ずとの意見が似かった。

4_ 11祝日 27年 10J]1¥.1 ILiEtl半月氏より後，也人舎を東京に於て 10月11日午後 611寺よ

り閲舎の通知を溌浴し，同 II;~' に設立趣意 '~J~ を印刷して3 これを日本純物慾合大令 1 1\

1出合員に岡~;;(Iíするよ う手附した 。

日本藻類 撃曾設起人舎議事報告

LI n:¥， 11百平日27&1三10}111I-l午後 611;¥ーより ]0ns， 

d司令ra FJf 東京大王住宅]1.務部材j1lIlJ準教室地下集

11¥ M'J'者 新11~品盛f政 "F-出f 2主 }{N~級 ULョ;号 主i三財j 義的 今野n宏三

務日，)- f~足 21'- 黒木;f~f，'，J 三輪 先日村1， rl'や1・ーi沙lt 附]周 喜一

奥野手千対l' i干~r川 宗吉 持~!r木紀if.i 須旅 f変造 問中 ~íJ1J 

日寺田 11m *iif. 111{j 勇 1111可申犯 米間勇一

fM~tの他~)~生待望i名 IH njÎ1'

B司令に先たーち~j包人代表， 111 fEl'2?;男氏から， 別項~令に去るまでの経過報告があり，

引t吹き同氏議長となり ， 合H1J)J正案の審議に入り ， 溢 lド夕食を共にし乍 6，多少のj求案

修jEを行い別項のU'WJを/衣認 した。 次いで，令長のj謹製(後i包人の互~，無記名投~，Ij~)
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を行二ぃ， IJ~ 同等男氏が前逃した。

その他の主な議題及び報告

1. 合誌 「務muはA5ヂ11とし， 年三問後行し， 古11刊iJJHは来年四月までに号室行する ζ

と。

2. 名様合員のtfu.~ o

令長から合の~足IT，\，より援JJ)J を乞える敏氏を ， 名号~~*艮に行r~聡せんとの動議があっ

たが， 他fこも之fこ力日うべき人ありとの務言があって， tlil奇第一!日lの大舎に一指して

とれを諮るととにした。

3. 入合rjl込舎は， 別に印刷して純物象雑誌， EI本水産拳合誌に封入， ，殴'I~: :" な方法で伐

〈配布する ζ と。

4. 主主起人は，それぞれ最寄の地区で，合員の入合勧誘に努めるとと。

5.合設立準備の氏周として， ~I'.~訪日島博氏か ら金去千聞の寄附があった 旨の報告があり

一同謝意を表した。

.' 
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舎員諸君 の 投稿 を募 る

令只w15-れ・か ら大体手〈の事情 を御含みのJ:.の投稿を!VHをします:。

J. ~量得iに闘す る小論文 (平;JI文)， ~~矧t. 論文抄主主，雑似答。

.， 瓜干tG *砧:訟の取拾， 筑波の11~l!亨， 1本¥1民放び校正は役員舎にー径のこと。

:3. jllJljjlJは小"命女， ~宇:診t，総合抄録にl供 りその1~丹]は 50 ffií を合に て頁J沿い それ

以上は著者員約のこと 。必要部吸は投稿の際にrll込むとと。

4. IJ、論文， 事，j;諮t，総合抄~!K は 400 ~(~訂'fJ岡山t用紙 1~ 枚位迄，其他は同J:. (j枚I主迄

を限度と しli調lほ符のスペ-?は此の内に含まれる。

5. 1京協は平仮名i昆り ，械11?としなるぺ <400宇27f涼・節用紙を月1ふるとと。

サ〈出足 より 務Niに ~Mす る質疑態答欄 を設けJ立と忠、い ま すから， ‘ 令長3布ー軍司ーの御利川 5! 乞
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